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快適住環境の創造

ごうぎん
Biz
ポータル

残高照会や入出金明細照会が無料で
ご利用いただけます！
残高照会や入出金明細照会が無料で
ご利用いただけます！

ビジネス
インターネット
バンキング

銀行窓口よりお得な振込手数料

お問い合わせは
お近くの山陰合同銀行の窓口または、ビジネスインターネットバンキングヘルプデスクへ

詳しくはごうぎん窓口またはホームページをご確認ください。

※ご利用にはサービス内容により手数料が必要となります。

株式会社山陰合同銀行0120-287-885 受付時間／平日9：00～17：00（銀行休業日は除く）

法人・個人事業主さま向けのビジネスポータルサイト

振込など決済業務のスピードアップを実現する
バンキングサービス

●残高照会
●入出金明細照会・振込入金明細照会
●当行の便利なサービスやキャンペーン情報配信
●当行の各種サービスに簡単ログイン

【サービスのポイント】
●振込手数料などが窓口よりお得
●安心のセキュリティ
【主な機能】
●オンラインサービス
●一括データ伝送サービス

Bizポータルとビジネスインターネット
バンキングは連携してご利用可能です。

(                         ）残高照会、入出金明細照会、振込入金明細照会、
資金移動（振替/振込）、税金・各種料金の払込み

(                    ）総合振込、給与・賞与振込、口座振替、
地方税一括納付

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
PRマスコットキャラクター
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会議所の動き

青年部／女性会だより

第23回 会員親睦ボウリング大会開催報告

令和5年度 中心商店街通行量調査結果

中小企業相談所コーナー

四半期景況調査報告

出雲市経済動向調査報告（11月期）

会員情報

新入会員さん

ＩＴを事例からひも解く

働きざかりの健康づくり情報

漢字詰めクロスワード／ベストセラーランキング

インフォメーション
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浅海  早希
あ さ  う み 　   さ    き

代表者名 小村 淳浩

事業所名 株式会社イーグリッド

（表紙撮影／㈲スタジオいずも）

住　　所 出雲市常松町５２６

業務内容

　普段は穏やかな浅海さんですが、試合では縦横無
尽にフィールドを駆け回り、果敢にゴールを狙いま
す。選手としての真剣な表情・チームメイトとの楽
しそうな笑顔を見ていると、サッカーが心底好きな
ことが伝わってきます。
　仕事とサッカーの両立は大変だと思いますが、浅
海さんなら乗り越えて更に活躍すると信じていま
す。これからも頑張って！

MF
ポジション

表紙紹介

ソフトウェア開発。Ｗｅｂ制作・デジタルマーケ
ティング事業。

社長・同僚
から一言

中小企業でも簡単に導入できる自動化システム（ＲＰＡ）活用ガイド
【第 5 回】RPA、AI 導入における注意点と課題
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出雲市への要望と回答出雲市への要望と回答
中小・小規模事業者の発展と、よりよい地域社会の実現に向けて

１
．
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
総
合
支

援
策

⑴
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
消
費
喚
起
策

の
実
施
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
、
補
正
予
算
に
よ
る
経
済

対
策
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
国
・

県
の
財
源
を
含
め
た
施
策
の
動
き
を
み
な

が
ら
、
市
内
の
経
済
の
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
コ
ロ
ナ
融
資
の
元
本
返
済
に
か
か
る
支
援

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
無
利
子
・
無
担

保
融
資
の
借
換
を
対
象
と
し
た
保
証
料
補

助
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
事
業
者

の
返
済
状
況
を
み
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

く
考
え
で
す
。

⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て

本
市
で
は
、
電
気
料
金
の
高
騰
対
策
と

し
て
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
高
圧
及
び

特
別
高
圧
電
力
を
使
用
し
て
い
る
中
小
企

業
者
等
を
対
象
に
給
付
金
支
給
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
が
長
期
化
す

る
中
、
国
に
お
い
て
、
補
正
予
算
に
よ
る

経
済
対
策
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
動
き
を
注
視
し
、
必
要
な
対
策
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
中
心
市
街
地
活
性
化
策
に
対
す
る
支
援

昨
年
９
月
に
策
定
し
た
出
雲
市
総
合
振

興
計
画
「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
の
「
エ

リ
ア
別
将
来
像
」
の
一
つ
に
、「
中
心
市

街
地
形
成
エ
リ
ア
」
を
掲
げ
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
都
市
機
能
の
集
積
を
生
か
し
、
地

域
経
済
、
医
療
・
福
祉
、
行
政
の
中
心
と

な
っ
て
市
内
の
各
拠
点
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。                               

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」

は
も
と
よ
り
「
出
雲
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
な
ど
各
種
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
の
方
向
性

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
将
来
、
人
口
減
少
、 

高
齢
者
の
増
加
、
市
街
地
の
拡
散
に
よ
っ

て
、
生
活
を
支
え
る
医
療
、
福
祉
、
商
業 

等
の
機
能
の
低
下
や
地
域
経
済
の
衰
退
、

行
政
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
の
状
況
が
考
え

ら
れ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
新
た
な
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
国
が
掲
げ
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
識
し
た
都
市
構

造
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
　

　
　

⑵
東
部
都
市
拠
点
地
区
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援民

間
の
大
型
宅
地
開
発
に
関
し
、
本
市

に
お
い
て
は
、
組
合
等
が
施
行
す
る
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
助
成
規
程
を
設

け
、
事
業
費
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
用
途
地

域
内
で
１
ｈ
ａ
以
上
の
区
域
等
の
助
成
要

件
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
助
成
制
度
を
活

用
し
、
住
環
境
の
整
っ
た
宅
地
の
供
給
を

図
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
事
業
計
画
が
で
き
た

段
階
で
市
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
事
業
者

の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
適
切
な
助
言
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

⑶
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
交

通
基
盤
の
整
備
支
援

　
９
月
29
日
㈮
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
（
出
雲
商
工
会
議
所
・
平
田
商
工
会
議
所
・

斐
川
町
商
工
会
・
出
雲
商
工
会
）
は
、
出
雲
市
並
び
に
出
雲
市
議
会
に
対
し
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
課
題
の
解
決
、
市
内
中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
経

営
力
向
上
等
に
向
け
て
、
各
種
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
11
月
２
日
㈭
付
け
で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
回
答
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
■
が
当
協
議
会
か
ら
の
要
望
事
項
）

※
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
所
報
11
月
号
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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市
で
は
、
高
齢
者
事
故
を
少
し
で
も
減

少
さ
せ
る
た
め
、
各
地
区
の
交
通
安
全
対

策
協
議
会
等
の
交
通
安
全
団
体
や
警
察
と

協
力
し
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全

教
室
や
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
運
転
講
習
会
等
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
と

し
て
、
運
転
免
許
返
納
後
に
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

の
提
示
に
よ
り
、
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
「
交
通
安
全
協
力
店
」
を
昨
年

度
か
ら
募
集
し
て
お
り
、
本
年
10
月
１
日

現
在
で
58
店
の
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

後
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
運
転
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
高
齢
運
転
者
や
自
主
返

納
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。公

共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
は
、
本
年
１
月
に
策
定
し
た
「
出
雲
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢

者
が
利
用
し
や
す
い
新
た
な
地
域
内
交
通

の
導
入
を
図
る
た
め
、
本
年
９
月
か
ら
佐

田
地
域
に
お
い
て
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
定

額
乗
合
交
通
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
実
証
運
行
の
効
果
の
検
証
を
行

い
、
他
地
域
へ
の
導
入
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
事
業
者
と
生
活
バ
ス

と
の
連
携
を
図
り
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
等
を
含
め
た
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性

向
上
の
具
体
化
に
向
け
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

⑷
吉
兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で
の

道
路
並
び
に
周
辺
駐
車
場
の
整
備

吉
兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で

の
無
電
柱
化
と
通
り
の
美
装
化
に
つ
い
て

は
、
吉
兆
館
前
交
差
点
部
に
お
い
て
県
街

路
「
北
荒
木
赤
塚
線
」
と
の
調
整
が
必
要

な
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
「
神
門
通
り
線

２
工
区
」
の
進
捗
状
況
及
び
「
北
荒
木
赤

塚
線
」
の
整
備
時
期
を
注
視
し
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
雲
大
社
周
辺
の
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
こ
の
地
域
が
さ
ら
に
魅
力
的
な

エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
、
交
通
渋
滞
対
策
は

も
と
よ
り
、
大
社
地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
前
向
き
に
検
討
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

⑸
外
国
人
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
の
就
労
支

援
、地
域
と
の
交
流
の
場
の
設
置
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
支
援

外
国
人
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、

外
国
人
向
け
求
人
情
報
誌
の
発
行
、
外

国
人
対
象
の
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催

や
、
県
と
連
携
し
て
、
東
部
高
等
技
術

校
に
お
い
て
定
住
外
国
人
向
け
に
日
本

語
指
導
を
含
め
た
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の

円
滑
な
受
入
れ
促
進
の
た
め
、
企
業
向

け
の
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
や
島
根
労
働
局
と

連
携
し
「
外
国
人
就
労
・
定
着
支
援
研

修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
年
度
か
ら
は
、
就
労
後
も
日
本
語
を

学
べ
る
よ
う
、
外
国
人
を
雇
用
し
て
い

る
企
業
に
出
向
い
て
の
日
本
語
研
修
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

外
国
人
住
民
の
集
住
地
域
に
お
い
て

は
、
外
国
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
自
治
協
会
を
中
心
に
日
本
人
住

民
と
共
に
地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
民

間
団
体
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
交
流
活

動
や
日
本
語
教
室
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
多
文
化
共
生
推
進
や
日
本
語
教

室
運
営
支
援
の
補
助
金
を
交
付
し
、
そ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、要
望
に
応
じ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
や
自
治
協
会
が
作
成
す
る
チ

ラ
シ
等
の
配
布
物
の
外
国
語
翻
訳
を
支

援
し
、
外
国
人
住
民
の
社
会
参
画
を
促

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
自
治
協

会
が
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業

と
し
て
実
施
す
る
多
文
化
共
生
事
業
等

に
対
し
、
元
気
！
や
る
気
！
地
域
応
援

補
助
金
を
交
付
し
て
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

②
外
国
人
労
働
者
の
子
息
等
の
教
育
環
境

の
整
備
と
学
童
保
育
の
充
実
の
た
め
の

支
援
、
運
営
助
成
金
等
の
創
設

外
国
人
労
働
者
の
子
ど
も
た
ち
で
日

本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
国
か
ら
の

受
け
入
れ
を
し
て
お
り
、
来
日
直
後

は
、
日
本
語
初
期
集
中
指
導
教
室
に
お

い
て
、
日
本
で
の
学
校
生
活
に
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
基
本
的
な

日
本
語
表
現
や
学
校
で
の
過
ご
し
方
等

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
に
、

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
き
め
細
か
な

日
本
語
指
導
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
支
援

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
国
籍
に
か

か
わ
ら
な
い
受
入
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
運
営
費
を
補
助

す
る
社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
す
る
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
同
様
に
対
応

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
通
訳
者
の
配
置

や
通
訳
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
、
外
国
籍

家
庭
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
住
宅
の
取
得
を
検
討
し
て
い
る
外
国
人

へ
の
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
の
伝
達
の
円

滑
化出

雲
宅
建
セ
ン
タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

出
雲
市
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
外

国
人
住
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
以
外
の
外
国

人
住
民
の
相
談
事
例
等
は
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
す
が
、
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。

３
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

⑴
出
雲
縁
結
び
空
港
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

①
空
港
運
用
時
間
の
延
長
と
発
着
枠
の
拡
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出雲市への要望と回答出雲市への要望と回答
中小・小規模事業者の発展と、よりよい地域社会の実現に向けて

１
．
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
総
合
支

援
策

⑴
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
消
費
喚
起
策

の
実
施
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
、
補
正
予
算
に
よ
る
経
済

対
策
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
国
・

県
の
財
源
を
含
め
た
施
策
の
動
き
を
み
な

が
ら
、
市
内
の
経
済
の
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
コ
ロ
ナ
融
資
の
元
本
返
済
に
か
か
る
支
援

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
無
利
子
・
無
担

保
融
資
の
借
換
を
対
象
と
し
た
保
証
料
補

助
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
事
業
者

の
返
済
状
況
を
み
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

く
考
え
で
す
。

⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て

本
市
で
は
、
電
気
料
金
の
高
騰
対
策
と

し
て
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
高
圧
及
び

特
別
高
圧
電
力
を
使
用
し
て
い
る
中
小
企

業
者
等
を
対
象
に
給
付
金
支
給
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
が
長
期
化
す

る
中
、
国
に
お
い
て
、
補
正
予
算
に
よ
る

経
済
対
策
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
動
き
を
注
視
し
、
必
要
な
対
策
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
中
心
市
街
地
活
性
化
策
に
対
す
る
支
援

昨
年
９
月
に
策
定
し
た
出
雲
市
総
合
振

興
計
画
「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
の
「
エ

リ
ア
別
将
来
像
」
の
一
つ
に
、「
中
心
市

街
地
形
成
エ
リ
ア
」
を
掲
げ
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
都
市
機
能
の
集
積
を
生
か
し
、
地

域
経
済
、
医
療
・
福
祉
、
行
政
の
中
心
と

な
っ
て
市
内
の
各
拠
点
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。                               

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」

は
も
と
よ
り
「
出
雲
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
な
ど
各
種
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
の
方
向
性

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
将
来
、
人
口
減
少
、 

高
齢
者
の
増
加
、
市
街
地
の
拡
散
に
よ
っ

て
、
生
活
を
支
え
る
医
療
、
福
祉
、
商
業 

等
の
機
能
の
低
下
や
地
域
経
済
の
衰
退
、

行
政
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
の
状
況
が
考
え

ら
れ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
新
た
な
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
国
が
掲
げ
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
識
し
た
都
市
構

造
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
　

　
　

⑵
東
部
都
市
拠
点
地
区
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援民

間
の
大
型
宅
地
開
発
に
関
し
、
本
市

に
お
い
て
は
、
組
合
等
が
施
行
す
る
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
助
成
規
程
を
設

け
、
事
業
費
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
用
途
地

域
内
で
１
ｈ
ａ
以
上
の
区
域
等
の
助
成
要

件
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
助
成
制
度
を
活

用
し
、
住
環
境
の
整
っ
た
宅
地
の
供
給
を

図
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
事
業
計
画
が
で
き
た

段
階
で
市
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
事
業
者

の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
適
切
な
助
言
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

⑶
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
交

通
基
盤
の
整
備
支
援

　
９
月
29
日
㈮
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
（
出
雲
商
工
会
議
所
・
平
田
商
工
会
議
所
・

斐
川
町
商
工
会
・
出
雲
商
工
会
）
は
、
出
雲
市
並
び
に
出
雲
市
議
会
に
対
し
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
課
題
の
解
決
、
市
内
中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
経

営
力
向
上
等
に
向
け
て
、
各
種
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
11
月
２
日
㈭
付
け
で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
回
答
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
■
が
当
協
議
会
か
ら
の
要
望
事
項
）

※
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
所
報
11
月
号
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
高
齢
者
事
故
を
少
し
で
も
減

少
さ
せ
る
た
め
、
各
地
区
の
交
通
安
全
対

策
協
議
会
等
の
交
通
安
全
団
体
や
警
察
と

協
力
し
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全

教
室
や
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
運
転
講
習
会
等
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
と

し
て
、
運
転
免
許
返
納
後
に
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

の
提
示
に
よ
り
、
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
「
交
通
安
全
協
力
店
」
を
昨
年

度
か
ら
募
集
し
て
お
り
、
本
年
10
月
１
日

現
在
で
58
店
の
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

後
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
運
転
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
高
齢
運
転
者
や
自
主
返

納
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。公

共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
は
、
本
年
１
月
に
策
定
し
た
「
出
雲
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢

者
が
利
用
し
や
す
い
新
た
な
地
域
内
交
通

の
導
入
を
図
る
た
め
、
本
年
９
月
か
ら
佐

田
地
域
に
お
い
て
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
定

額
乗
合
交
通
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
実
証
運
行
の
効
果
の
検
証
を
行

い
、
他
地
域
へ
の
導
入
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
事
業
者
と
生
活
バ
ス

と
の
連
携
を
図
り
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
等
を
含
め
た
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性

向
上
の
具
体
化
に
向
け
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

⑷
吉
兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で
の

道
路
並
び
に
周
辺
駐
車
場
の
整
備

吉
兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で

の
無
電
柱
化
と
通
り
の
美
装
化
に
つ
い
て

は
、
吉
兆
館
前
交
差
点
部
に
お
い
て
県
街

路
「
北
荒
木
赤
塚
線
」
と
の
調
整
が
必
要

な
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
「
神
門
通
り
線

２
工
区
」
の
進
捗
状
況
及
び
「
北
荒
木
赤

塚
線
」
の
整
備
時
期
を
注
視
し
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
雲
大
社
周
辺
の
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
こ
の
地
域
が
さ
ら
に
魅
力
的
な

エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
、
交
通
渋
滞
対
策
は

も
と
よ
り
、
大
社
地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
前
向
き
に
検
討
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

⑸
外
国
人
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
の
就
労
支

援
、地
域
と
の
交
流
の
場
の
設
置
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
支
援

外
国
人
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、

外
国
人
向
け
求
人
情
報
誌
の
発
行
、
外

国
人
対
象
の
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催

や
、
県
と
連
携
し
て
、
東
部
高
等
技
術

校
に
お
い
て
定
住
外
国
人
向
け
に
日
本

語
指
導
を
含
め
た
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の

円
滑
な
受
入
れ
促
進
の
た
め
、
企
業
向

け
の
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
や
島
根
労
働
局
と

連
携
し
「
外
国
人
就
労
・
定
着
支
援
研

修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
年
度
か
ら
は
、
就
労
後
も
日
本
語
を

学
べ
る
よ
う
、
外
国
人
を
雇
用
し
て
い

る
企
業
に
出
向
い
て
の
日
本
語
研
修
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

外
国
人
住
民
の
集
住
地
域
に
お
い
て

は
、
外
国
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
自
治
協
会
を
中
心
に
日
本
人
住

民
と
共
に
地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
民

間
団
体
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
交
流
活

動
や
日
本
語
教
室
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
多
文
化
共
生
推
進
や
日
本
語
教

室
運
営
支
援
の
補
助
金
を
交
付
し
、
そ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、要
望
に
応
じ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
や
自
治
協
会
が
作
成
す
る
チ

ラ
シ
等
の
配
布
物
の
外
国
語
翻
訳
を
支

援
し
、
外
国
人
住
民
の
社
会
参
画
を
促

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
自
治
協

会
が
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業

と
し
て
実
施
す
る
多
文
化
共
生
事
業
等

に
対
し
、
元
気
！
や
る
気
！
地
域
応
援

補
助
金
を
交
付
し
て
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

②
外
国
人
労
働
者
の
子
息
等
の
教
育
環
境

の
整
備
と
学
童
保
育
の
充
実
の
た
め
の

支
援
、
運
営
助
成
金
等
の
創
設

外
国
人
労
働
者
の
子
ど
も
た
ち
で
日

本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
国
か
ら
の

受
け
入
れ
を
し
て
お
り
、
来
日
直
後

は
、
日
本
語
初
期
集
中
指
導
教
室
に
お

い
て
、
日
本
で
の
学
校
生
活
に
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
基
本
的
な

日
本
語
表
現
や
学
校
で
の
過
ご
し
方
等

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
に
、

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
き
め
細
か
な

日
本
語
指
導
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
支
援

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
国
籍
に
か

か
わ
ら
な
い
受
入
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
運
営
費
を
補
助

す
る
社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
す
る
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
同
様
に
対
応

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
通
訳
者
の
配
置

や
通
訳
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
、
外
国
籍

家
庭
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
住
宅
の
取
得
を
検
討
し
て
い
る
外
国
人

へ
の
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
の
伝
達
の
円

滑
化出

雲
宅
建
セ
ン
タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

出
雲
市
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
外

国
人
住
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
以
外
の
外
国

人
住
民
の
相
談
事
例
等
は
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
す
が
、
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。

３
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

⑴
出
雲
縁
結
び
空
港
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

①
空
港
運
用
時
間
の
延
長
と
発
着
枠
の
拡
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大
を
目
指
し
た
、
地
元
合
意
に
基
づ
く

空
港
周
辺
対
策
の
実
施

島
根
県
と
連
携
し
、
地
元
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
計
画
的
に
空
港
周
辺
対

策
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策
の

至
急
実
施
及
び
立
体
駐
車
場
の
具
体
化

等
の
検
討

有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
出
雲
空
港
利
用

者
利
便
向
上
協
議
会
交
通
・
駐
車
場
部

会
の
中
で
、
今
年
度
か
ら
協
議
を
開
始

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
立
体
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
市
及
び
県
市
長
会
か
ら
県
知
事

に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

③
空
港
の
安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

た
め
の
着
陸
帯
の
幅
の
拡
幅
等

県
か
ら
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
航

空
法
上
適
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
着
陸

帯
の
幅
を
拡
幅
す
る
考
え
は
な
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
県
に
お
か
れ
て
は
、

安
全
性
向
上
に
向
け
た
機
能
維
持
を
図

る
た
め
老
朽
化
対
策
工
事
を
計
画
的
に

実
施
し
、
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
県
に
対
し
、
引
き

続
き
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

④
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
搭
乗
客
が
増
加
傾

向
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
、Ｆ
Ｄ
Ａ
の
現
在
の
路
線
、

便
数
の
維
持
及
び
福
岡
便
の
利
便
性
の

向
上
、
休
便
予
定
の
仙
台
便
、
静
岡
便

の
早
期
再
開

路
線
、
便
数
の
維
持
及
び
福
岡
線
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携

し
、
21
世
紀
出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進

協
議
会
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ

に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
運
休
と

な
る
仙
台
線
、
静
岡
線
の
早
期
の
再
開

に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
21
世
紀

出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進
協
議
会
を
通

じ
て
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
国
際
定
期
便
の
就

航
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
向
け
て
、

台
湾
等
を
中
心
と
し
た
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
誘
致

県
に
お
い
て
は
、
訪
日
客
数
及
び
県

内
の
宿
泊
客
数
が
多
い
、
最
重
点
タ
ー

ゲ
ッ
ト
国
で
あ
る
台
湾
を
始
め
と
し

て
、
国
際
定
期
便
の
就
航
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

市
と
し
て
も
、
国
際
便
の
就
航
が
可

能
な
範
囲
の
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
・
地
域
に
対
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
、
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
ツ
ア
ー
の
催
行
を
通
じ
て

認
知
度
向
上
を
図
り
、
ツ
ア
ー
造
成
に

つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。国

際
定
期
便
の
就
航
に
向
け
た

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航
す
る
際
に
は
、

21
世
紀
出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進
協
議

会
を
通
じ
て
、
旅
行
商
品
の
造
成
に
対

し
て
支
援
し
ま
す
。

⑵
地
域
高
規
格
道
路
境
港
出
雲
道
路
の
建
設

促
進
に
つ
い
て

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
形
成

す
る
境
港
出
雲
道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
島
根
県
が
国
に
対
し
て
、
未
着
手
区

間
を
国
直
轄
事
業
で
実
施
す
る
よ
う
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

県
へ
の
要
望
を
主
体
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
県
に
加
え
、
国
へ
も

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
夏
に
は
、

島
根
県
及
び
出
雲
市
と
松
江
市
の
官
民
で

組
織
す
る
期
成
同
盟
会
が
合
同
で
、
境
港

出
雲
道
路
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
、
国
及

び
県
選
出
国
会
議
員
へ
要
望
を
行
い
ま
し

た
。本

年
８
月
に
は
、
中
海
・
宍
道
湖
圏
域

が
一
体
と
な
っ
て
８
の
字
ル
ー
ト
を
推
進 

す
る
た
め
、
圏
域
市
長
会
の
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
「
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字

ル
ー
ト
整
備
推
進
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
11
月
に
は
、
こ
の
推
進
会
議

と
島
根
県
、
鳥
取
県
及
び
こ
れ
ま
で
要
望

を
行
っ
て
き
た
既
存
の
期
成
同
盟
会
な
ど

関
係
機
関
が
一
緒
に
な
っ
て
、
８
の
字

ル
ー
ト
の
早
期
整
備
の
要
望
を
国
に
対
し

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
機
会
を
捉
え
、
本
市
単
独

ま
た
は
中
海
・
宍
道
湖
圏
域
な
ど
の
大
き

な
枠
組
の
な
か
で
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑶
山
陰
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
の

働
き
か
け

山
陰
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
山
陰
道
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
検
討
業
務
」
に

お
い
て
、
現
在
、
斐
川
Ｉ
Ｃ
～
出
雲
Ｉ
Ｃ

区
間
で
、
整
備
が
可
能
な
箇
所
の
選
定
、

構
造
の
検
討
及
び
山
陰
道
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
、
救
急
医
療
機
関
へ
の
搬
送
、
観
光
地

へ
の
利
便
性
等
の
整
備
効
果
を
検
証
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
業
務
の
結
果
を
も
と
に
、
市
と
し

て
の
整
備
の
可
能
性
を
検
討
し
、
国
・
県

な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑷
高
速
鉄
道
整
備
に
向
け
た
運
動
の
展
開

山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
の
誘
致
活

動
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
市
か
ら

の
要
望
に
加
え
県
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ

要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
整
備
計
画
路
線
が
相
次
い
で
開

業
す
る
中
、
次
の
整
備
計
画
路
線
へ
の
格

上
げ
に
向
け
た
半
世
紀
ぶ
り
の
好
機
で
あ

る
た
め
、
関
係
地
域
・
関
係
機
関
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

４
．
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
と
働
き
方
改
革

に
留
意
し
た
発
注
等

本
市
が
発
注
す
る
各
種
業
務
等
に
際
し

て
は
、
引
き
続
き
市
内
企
業
へ
優
先
的
に

発
注
し
、
市
内
企
業
が
平
等
に
入
札
機
会

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
29
回
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全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
島
根
か
み

あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
）
に
係
る
施
設
も

含
め
、
市
所
有
の
施
設
の
整
備
・
改
修
が

あ
れ
ば
、
入
札
制
度
に
基
づ
き
、
適
正
に

対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
資
す
る
た
め
適

正
な
納
期
と
な
る
よ
う
、
早
期
発
注
や
発

注
時
期
の
平
準
化
に
努
め
ま
す
。

業
務
等
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

価
格
を
使
用
し
て
予
定
価
格
を
設
定
し
ま

す
。

⑵
新
内
藤
川
の
河
川
改
修
の
早
期
完
成

新
内
藤
川
水
系
の
河
川
に
つ
い
て
は
、

県
に
お
い
て
国
土
強
靭
化
予
算
を
活
用
し

て
本
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
も
、
県
に
対
し
本
改
修
が
早
期
に

完
成
す
る
よ
う
に
最
重
点
要
望
項
目
に
位

置
づ
け
要
望
し
て
い
ま
す
。

市
河
川
に
お
い
て
は
、
県
河
川
の
本
改

修
の
進
捗
状
況
や
整
備
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、
雨
水
処
理
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
当
面
は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
浸
水
対
策
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
７
月
の
大
雨
に
よ

り
浸
水
被
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
今
市
町
や

塩
冶
町
に
お
い
て
、
本
年
度
、
浸
水
対
策

の
実
施
に
向
け
た
測
量
設
計
業
務
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
地
区
に

続
き
、
浸
水
被
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
他
地

区
に
お
い
て
も
、
優
先
順
位
を
付
け
て
順

次
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
市
街
地
、
海
岸
部
、
山
間
部
の
大
雨
災
害

に
伴
う
治
水
・
治
山
対
策
の
早
期
推
進

市
街
地
及
び
谷
あ
い
の
中
小
河
川
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
な
維
持
管

理
は
も
と
よ
り
災
害
時
の
対
応
も
含
め

て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

治
山
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
が
実
施
す

る
治
山
事
業
と
連
携
し
、
地
元
の
要
望
も

伺
い
な
が
ら
、
国
土
保
全
を
図
る
森
林
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
た
な
建
設

に
向
け
た
働
き
か
け

現
在
、
県
に
お
い
て
新
た
な
管
理
型
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
に
関
す
る

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
候
補
地
の
絞

り
込
み
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
県
の

動
向
等
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な

対
応
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

５
．
観
光
振
興

⑴
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
遺
産
「
日

が
沈
む
聖
地
出
雲
」、
島
根
半
島
・
宍
道

湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク
、
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
着
実
・
効
果
的
な
推
進

日
御
碕
エ
リ
ア
で
は
、
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
遊
歩
道
、
展
望
台
、
ス
ロ
ー
プ
と

い
っ
た
一
連
の
ハ
ー
ド
整
備
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ジ
オ
サ
イ

ト
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
よ

る
ジ
オ
サ
イ
ト
体
験
、
日
御
碕
神
社
に
お

け
る
神
楽
公
演
な
ど
の
自
然
と
歴
史
の
魅

力
を
感
じ
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
て
、

こ
れ
ら
の
事
業
が
持
続
可
能
な
も
の
に
な

る
よ
う
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
日
御
碕
か
ら
薗
の
長
浜
を
経
由

し
多
伎
地
域
に
至
る
海
岸
沿
い
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
予

定
さ
れ
る
山
陰
道
「
出
雲
～
多
伎
」
間
開

通
を
見
据
え
、
出
雲
市
日
本
遺
産
推
進
協

議
会
に
お
い
て
地
域
の
事
業
者
の
皆
様
と

と
も
に
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
自
転
車
に

よ
る
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
探
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
民
間
の
取
組
と
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

⑵
出
雲
空
港
及
び
出
雲
大
社
か
ら
の
観
光
周

遊
ル
ー
ト
の
創
出
に
つ
い
て

観
光
周
遊
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
設
置
し
た
「
新
た
な
観
光
戦
略
」
庁
内

推
進
本
部
に
お
い
て
「
観
光
交
通
ワ
ー
キ

ン
グ
」
を
置
き
、
地
域
ご
と
の
公
共
交
通

の
現
状
と
観
光
施
設
の
立
地
状
況
に
応
じ

た
対
応
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
田
地
域
で
は
、
一
畑
薬
師
、
鰐
淵
寺
、

韓
竃
神
社
な
ど
駅
か
ら
離
れ
た
ス
ポ
ッ
ト

が
多
く
、
一
畑
電
車
を
軸
に
、
こ
れ
ら
を

結
ぶ
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
11
月
か
ら
雲
州
平

田
駅
に
お
い
て
民
間
に
よ
る
カ
ー
シ
ェ
ア

の
実
証
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、「
観
光
周
遊
タ
ク
シ
ー
う
さ

ぎ
号
」
な
ど
の
観
光
交
通
の
活
用
や
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
限
ら
れ
た
交
通
資
源
を
効
率

的
に
共
有
す
る
し
く
み
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た
出
雲
空
港
と
平
田

地
域
を
結
ぶ
公
共
交
通
手
段
の
整
備
に
つ

い
て
、
実
験
運
行
を
行
う
た
め
に
は
、
利

用
者
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
を
挙

げ
て
の
取
組
と
な
る
よ
う
機
運
の
醸
成

や
、
雲
州
平
田
駅
な
ど
で
降
車
し
た
く
な

る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
周
遊
手
段
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
貴

団
体
や
交
通
関
係
者
と
連
携
し
て
実
現
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
周
遊
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市

や
観
光
協
会
な
ど
各
団
体
で
作
成
し
て
い

る
も
の
が
複
数
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
そ
れ

ら
を
整
理
、
調
整
し
な
が
ら
、
市
全
体
と

し
て
、
統
一
感
の
あ
る
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
折
に
は
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

⑶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
向
け
て
の
施
策
展

開
市
で
は
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
を
見
据
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
広

告
配
信
に
よ
り
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘

導
す
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

国
際
交
流
員
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
な

ど
に
よ
り
、
出
雲
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
、
来
訪
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
増
加
を
期
待
し
て
い
る
外
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大
を
目
指
し
た
、
地
元
合
意
に
基
づ
く

空
港
周
辺
対
策
の
実
施

島
根
県
と
連
携
し
、
地
元
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
計
画
的
に
空
港
周
辺
対

策
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策
の

至
急
実
施
及
び
立
体
駐
車
場
の
具
体
化

等
の
検
討

有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
出
雲
空
港
利
用

者
利
便
向
上
協
議
会
交
通
・
駐
車
場
部

会
の
中
で
、
今
年
度
か
ら
協
議
を
開
始

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
立
体
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
市
及
び
県
市
長
会
か
ら
県
知
事

に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

③
空
港
の
安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

た
め
の
着
陸
帯
の
幅
の
拡
幅
等

県
か
ら
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
航

空
法
上
適
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
着
陸

帯
の
幅
を
拡
幅
す
る
考
え
は
な
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
県
に
お
か
れ
て
は
、

安
全
性
向
上
に
向
け
た
機
能
維
持
を
図

る
た
め
老
朽
化
対
策
工
事
を
計
画
的
に

実
施
し
、
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
県
に
対
し
、
引
き

続
き
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

④
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
搭
乗
客
が
増
加
傾

向
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
、Ｆ
Ｄ
Ａ
の
現
在
の
路
線
、

便
数
の
維
持
及
び
福
岡
便
の
利
便
性
の

向
上
、
休
便
予
定
の
仙
台
便
、
静
岡
便

の
早
期
再
開

路
線
、
便
数
の
維
持
及
び
福
岡
線
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携

し
、
21
世
紀
出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進

協
議
会
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ

に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
運
休
と

な
る
仙
台
線
、
静
岡
線
の
早
期
の
再
開

に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
21
世
紀

出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進
協
議
会
を
通

じ
て
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
国
際
定
期
便
の
就

航
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
向
け
て
、

台
湾
等
を
中
心
と
し
た
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
誘
致

県
に
お
い
て
は
、
訪
日
客
数
及
び
県

内
の
宿
泊
客
数
が
多
い
、
最
重
点
タ
ー

ゲ
ッ
ト
国
で
あ
る
台
湾
を
始
め
と
し

て
、
国
際
定
期
便
の
就
航
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

市
と
し
て
も
、
国
際
便
の
就
航
が
可

能
な
範
囲
の
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
・
地
域
に
対
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
、
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
ツ
ア
ー
の
催
行
を
通
じ
て

認
知
度
向
上
を
図
り
、
ツ
ア
ー
造
成
に

つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。国

際
定
期
便
の
就
航
に
向
け
た

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航
す
る
際
に
は
、

21
世
紀
出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進
協
議

会
を
通
じ
て
、
旅
行
商
品
の
造
成
に
対

し
て
支
援
し
ま
す
。

⑵
地
域
高
規
格
道
路
境
港
出
雲
道
路
の
建
設

促
進
に
つ
い
て

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
形
成

す
る
境
港
出
雲
道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
島
根
県
が
国
に
対
し
て
、
未
着
手
区

間
を
国
直
轄
事
業
で
実
施
す
る
よ
う
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

県
へ
の
要
望
を
主
体
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
県
に
加
え
、
国
へ
も

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
夏
に
は
、

島
根
県
及
び
出
雲
市
と
松
江
市
の
官
民
で

組
織
す
る
期
成
同
盟
会
が
合
同
で
、
境
港

出
雲
道
路
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
、
国
及

び
県
選
出
国
会
議
員
へ
要
望
を
行
い
ま
し

た
。本

年
８
月
に
は
、
中
海
・
宍
道
湖
圏
域

が
一
体
と
な
っ
て
８
の
字
ル
ー
ト
を
推
進 

す
る
た
め
、
圏
域
市
長
会
の
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
「
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字

ル
ー
ト
整
備
推
進
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
11
月
に
は
、
こ
の
推
進
会
議

と
島
根
県
、
鳥
取
県
及
び
こ
れ
ま
で
要
望

を
行
っ
て
き
た
既
存
の
期
成
同
盟
会
な
ど

関
係
機
関
が
一
緒
に
な
っ
て
、
８
の
字

ル
ー
ト
の
早
期
整
備
の
要
望
を
国
に
対
し

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
機
会
を
捉
え
、
本
市
単
独

ま
た
は
中
海
・
宍
道
湖
圏
域
な
ど
の
大
き

な
枠
組
の
な
か
で
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑶
山
陰
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
の

働
き
か
け

山
陰
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
山
陰
道
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
検
討
業
務
」
に

お
い
て
、
現
在
、
斐
川
Ｉ
Ｃ
～
出
雲
Ｉ
Ｃ

区
間
で
、
整
備
が
可
能
な
箇
所
の
選
定
、

構
造
の
検
討
及
び
山
陰
道
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
、
救
急
医
療
機
関
へ
の
搬
送
、
観
光
地

へ
の
利
便
性
等
の
整
備
効
果
を
検
証
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
業
務
の
結
果
を
も
と
に
、
市
と
し

て
の
整
備
の
可
能
性
を
検
討
し
、
国
・
県

な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑷
高
速
鉄
道
整
備
に
向
け
た
運
動
の
展
開

山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
の
誘
致
活

動
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
市
か
ら

の
要
望
に
加
え
県
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ

要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
整
備
計
画
路
線
が
相
次
い
で
開

業
す
る
中
、
次
の
整
備
計
画
路
線
へ
の
格

上
げ
に
向
け
た
半
世
紀
ぶ
り
の
好
機
で
あ

る
た
め
、
関
係
地
域
・
関
係
機
関
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

４
．
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
と
働
き
方
改
革

に
留
意
し
た
発
注
等

本
市
が
発
注
す
る
各
種
業
務
等
に
際
し

て
は
、
引
き
続
き
市
内
企
業
へ
優
先
的
に

発
注
し
、
市
内
企
業
が
平
等
に
入
札
機
会

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
29
回
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全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
島
根
か
み

あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
）
に
係
る
施
設
も

含
め
、
市
所
有
の
施
設
の
整
備
・
改
修
が

あ
れ
ば
、
入
札
制
度
に
基
づ
き
、
適
正
に

対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
資
す
る
た
め
適

正
な
納
期
と
な
る
よ
う
、
早
期
発
注
や
発

注
時
期
の
平
準
化
に
努
め
ま
す
。

業
務
等
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

価
格
を
使
用
し
て
予
定
価
格
を
設
定
し
ま

す
。

⑵
新
内
藤
川
の
河
川
改
修
の
早
期
完
成

新
内
藤
川
水
系
の
河
川
に
つ
い
て
は
、

県
に
お
い
て
国
土
強
靭
化
予
算
を
活
用
し

て
本
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
も
、
県
に
対
し
本
改
修
が
早
期
に

完
成
す
る
よ
う
に
最
重
点
要
望
項
目
に
位

置
づ
け
要
望
し
て
い
ま
す
。

市
河
川
に
お
い
て
は
、
県
河
川
の
本
改

修
の
進
捗
状
況
や
整
備
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、
雨
水
処
理
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
当
面
は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
浸
水
対
策
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
７
月
の
大
雨
に
よ

り
浸
水
被
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
今
市
町
や

塩
冶
町
に
お
い
て
、
本
年
度
、
浸
水
対
策

の
実
施
に
向
け
た
測
量
設
計
業
務
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
地
区
に

続
き
、
浸
水
被
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
他
地

区
に
お
い
て
も
、
優
先
順
位
を
付
け
て
順

次
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
市
街
地
、
海
岸
部
、
山
間
部
の
大
雨
災
害

に
伴
う
治
水
・
治
山
対
策
の
早
期
推
進

市
街
地
及
び
谷
あ
い
の
中
小
河
川
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
な
維
持
管

理
は
も
と
よ
り
災
害
時
の
対
応
も
含
め

て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

治
山
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
が
実
施
す

る
治
山
事
業
と
連
携
し
、
地
元
の
要
望
も

伺
い
な
が
ら
、
国
土
保
全
を
図
る
森
林
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
た
な
建
設

に
向
け
た
働
き
か
け

現
在
、
県
に
お
い
て
新
た
な
管
理
型
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
に
関
す
る

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
候
補
地
の
絞

り
込
み
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
県
の

動
向
等
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な

対
応
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

５
．
観
光
振
興

⑴
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
遺
産
「
日

が
沈
む
聖
地
出
雲
」、
島
根
半
島
・
宍
道

湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク
、
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
着
実
・
効
果
的
な
推
進

日
御
碕
エ
リ
ア
で
は
、
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
遊
歩
道
、
展
望
台
、
ス
ロ
ー
プ
と

い
っ
た
一
連
の
ハ
ー
ド
整
備
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ジ
オ
サ
イ

ト
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
よ

る
ジ
オ
サ
イ
ト
体
験
、
日
御
碕
神
社
に
お

け
る
神
楽
公
演
な
ど
の
自
然
と
歴
史
の
魅

力
を
感
じ
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
て
、

こ
れ
ら
の
事
業
が
持
続
可
能
な
も
の
に
な

る
よ
う
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
日
御
碕
か
ら
薗
の
長
浜
を
経
由

し
多
伎
地
域
に
至
る
海
岸
沿
い
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
予

定
さ
れ
る
山
陰
道
「
出
雲
～
多
伎
」
間
開

通
を
見
据
え
、
出
雲
市
日
本
遺
産
推
進
協

議
会
に
お
い
て
地
域
の
事
業
者
の
皆
様
と

と
も
に
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
自
転
車
に

よ
る
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
探
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
民
間
の
取
組
と
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

⑵
出
雲
空
港
及
び
出
雲
大
社
か
ら
の
観
光
周

遊
ル
ー
ト
の
創
出
に
つ
い
て

観
光
周
遊
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
設
置
し
た
「
新
た
な
観
光
戦
略
」
庁
内

推
進
本
部
に
お
い
て
「
観
光
交
通
ワ
ー
キ

ン
グ
」
を
置
き
、
地
域
ご
と
の
公
共
交
通

の
現
状
と
観
光
施
設
の
立
地
状
況
に
応
じ

た
対
応
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
田
地
域
で
は
、
一
畑
薬
師
、
鰐
淵
寺
、

韓
竃
神
社
な
ど
駅
か
ら
離
れ
た
ス
ポ
ッ
ト

が
多
く
、
一
畑
電
車
を
軸
に
、
こ
れ
ら
を

結
ぶ
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
11
月
か
ら
雲
州
平

田
駅
に
お
い
て
民
間
に
よ
る
カ
ー
シ
ェ
ア

の
実
証
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、「
観
光
周
遊
タ
ク
シ
ー
う
さ

ぎ
号
」
な
ど
の
観
光
交
通
の
活
用
や
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
限
ら
れ
た
交
通
資
源
を
効
率

的
に
共
有
す
る
し
く
み
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た
出
雲
空
港
と
平
田

地
域
を
結
ぶ
公
共
交
通
手
段
の
整
備
に
つ

い
て
、
実
験
運
行
を
行
う
た
め
に
は
、
利

用
者
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
を
挙

げ
て
の
取
組
と
な
る
よ
う
機
運
の
醸
成

や
、
雲
州
平
田
駅
な
ど
で
降
車
し
た
く
な

る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
周
遊
手
段
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
貴

団
体
や
交
通
関
係
者
と
連
携
し
て
実
現
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
周
遊
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市

や
観
光
協
会
な
ど
各
団
体
で
作
成
し
て
い

る
も
の
が
複
数
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
そ
れ

ら
を
整
理
、
調
整
し
な
が
ら
、
市
全
体
と

し
て
、
統
一
感
の
あ
る
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
折
に
は
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

⑶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
向
け
て
の
施
策
展

開
市
で
は
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
を
見
据
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
広

告
配
信
に
よ
り
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘

導
す
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

国
際
交
流
員
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
な

ど
に
よ
り
、
出
雲
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
、
来
訪
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
増
加
を
期
待
し
て
い
る
外
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国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
、
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
の
利
用
や
外
国
語
表
記
（
複
数

言
語
）
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
に
つ
い
て
は

「
出
雲
市
中
小
企
業
者
等
物
価
高
騰
対
策

デ
ジ
タ
ル
化
促
進
支
援
事
業
補
助
金
（
商

工
振
興
課
）」、
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
「
出
雲
市
外
国
人
観
光
客
誘
致

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
補
助

金
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
課
）」
を
用
意

し
、
事
業
者
の
取
組
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
飲
食
店
の
多
言
語
で
の
メ

ニ
ュ
ー
表
記
に
つ
い
て
は
、
多
言
語
メ

ニ
ュ
ー
作
成
支
援
サ
イ
ト「
Ｅ
Ａ
Ｔ
島
根
」

（
島
根
県
）
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ハ
ラ
ル

対
応
の
表
示
に
も
対
応
す
る
な
ど
一
定
の

支
援
施
策
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
対
応
に
つ
い
て
は
今
一
歩
進
ん
で
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
事
業
者
の

皆
様
に
向
け
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
訪
問
講
座

を
開
催
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
の
機

運
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
外
国
人
住

民
を
含
め
外
国
人
の
方
々
に
も
出
雲
の
食

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
店
舗
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
貴
団
体
と
も
相
談
し

な
が
ら
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
普
及
に
向

け
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
集
中
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
交
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
に
つ
い

て
は
、
航
空
機
、
Ｊ
Ｒ
、
一
畑
バ
ス
で
対

応
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
空
港
連
絡
バ
ス
や

一
畑
電
車
の
一
部
の
駅
で
は
券
売
機
で
対

応
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
事
業
者
に
よ
る
取

組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

６
．
中
小
企
業
へ
の
支
援

⑴
産
業
・
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の

取
組
み

本
市
に
お
い
て
は
、
今
年
度
に
お
い
て

も
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
支
援
事
業
補
助
金
を

実
施
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
業
務
効
率
化
を
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
等
先
進
機
器
の
導
入

に
関
し
て
、
国
の
も
の
づ
く
り
補
助
金
、

事
業
再
構
築
補
助
金
等
、
活
用
で
き
る
補

助
制
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
に

努
め
ま
す
。

⑵
地
域
内
経
済
循
環
の
推
進

市
で
は
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の

導
入
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
進
め
て
お

り
、
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
既
に
貴
団
体
と
の
情
報
交
換

も
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
度
実
施

さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
実
証
事

業
の
結
果
を
一
つ
の
検
討
材
料
と
し
な
が

ら
、引
き
続
き
情
報
収
集
や
研
究
を
進
め
、

導
入
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

⑶
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦

本
年
３
月
に
出
雲
市
環
境
総
合
計
画
を

策
定
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
重
点
取
組

事
項
と
し
て
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
環

境
省
「
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進

交
付
金
（
重
点
対
策
加
速
化
事
業
）」
の

選
定
を
受
け
、
本
年
度
か
ら
民
間
事
業
所

へ
の
支
援
と
し
て
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄

電
池
設
備
・
電
気
自
動
車
・
充
放
電
設
備

の
導
入
補
助
制
度
を
開
始
し
て
お
り
、
省

エ
ネ
設
備
導
入
補
助
に
つ
い
て
も
、
令
和

６
年
度
か
ら
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
の
各
種
補
助
制
度
に
つ
い
て

の
情
報
共
有
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
、市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太

陽
光
発
電
及
び
太
陽
熱
、
風
力
、
地
熱
、

小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
Ｈ
Ｐ
に
公
表

す
る
こ
と
で
再
エ
ネ
発
電
事
業
者
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

関
心
を
持
っ
た
事
業
者
か
ら
は
問
い
合

わ
せ
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
河
下
港
周
辺

も
候
補
地
の
１
つ
と
し
て
、
将
来
的
に

は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
再
エ

ネ
発
電
事
業
者
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

⑷
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
へ
の
支
援

公
共
交
通
（
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
）
の
充

実
を
図
る
た
め
に
は
運
転
手
確
保
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
運
転

手
不
足
に
よ
る
路
線
バ
ス
の
減
便
や
タ
ク

シ
ー
不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
そ
の
対

策
は
急
務
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、本
年
10
月
24
日
に「
中

山
間
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
島
根
の
生
活

交
通
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
運
転
手
の
処
遇
改
善
な
ど

諸
課
題
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
、
全

県
で
検
討
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

市
と
し
て
は
、
交
通
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
り
、
運
転
手
確
保
に
向
け
た
支
援
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
が
実
施
す

る
労
働
条
件
改
善
へ
の
支
援
を
、
県
市
長

会
を
通
し
て
、
国
、
県
に
対
し
て
要
望
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
国
、
県
と
と
も
に
燃
料
費
の
一

部
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

国
、
県
と
連
携
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
求
職
者
、
事
業
者
向
け
の
二
種

免
許
の
取
得
費
用
支
援
に
つ
い
て
は
、
既

に
国
及
び
島
根
県
旅
客
自
動
車
協
会
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
そ
れ
ら
制
度

の
周
知
を
図
り
ま
す
。

⑸
貨
物
運
送
事
業
へ
の
支
援

物
流
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
に
伴

い
、
輸
送
能
力
の
低
下
に
よ
る
荷
物
の
配

達
遅
れ
や
運
送
・
物
流
企
業
の
売
上
減
少
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減
少
、
荷

主
企
業
の
輸
送
経
費
の
負
担
増
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
物
流
業

界
の
２
０
２
４
年
問
題
も
含
め
、
今
年
度

補
正
予
算
に
よ
る
経
済
対
策
の
実
施
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
県
で
は
物
流

の
実
態
調
査
を
は
じ
め
、
普
及
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
県
の
動
向
や
県
の
実
態
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
対
策
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

⑹
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
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国
に
お
い
て
は
２
０
２
２
年
を
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
元
年
と
し
て
、
各
種
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、

就
職
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
と
し
て
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
誕
生
は
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な

支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。民

間
フ
ァ
ン
ド
の
取
組
の
動
き
が
あ
れ

ば
、
ご
相
談
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
、
対

応
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
元

金
融
機
関
も
含
め
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ

イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず
も
や
民
間
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
育

成
に
向
け
て
、
本
市
と
し
て
の
支
援
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑺
働
き
手
不
足
へ
の
取
組
み

国
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
「
年

収
の
壁
」
を
意
識
せ
ず
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
当
面

の
対
応
と
し
て
、
企
業
助
成
な
ど
の
「
年

収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
本

年
10
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
５
年
に
予
定
す
る
年
金
制
度
改
革

の
中
で
検
討
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
は
今
後
の
動
向
を
見
守
る

と
と
も
に
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑻
取
引
拡
大
に
向
け
た
各
種
認
証
制
度
の
取

得
等
へ
の
支
援

取
引
拡
大
に
向
け
た
各
種
認
証
制
度
の

取
得
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
場
調
査
や
商
品
開
発
等
に
か
か
る
助

成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
の
地
域
産
品
販

路
拡
大
活
動
支
援
事
業
、
飲
食
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
新
事
業
展
開
支
援
事
業
の
ほ

か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず

も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
が
あ
り
、
引
き

続
き
こ
れ
ら
の
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。

７
．
産
業
集
積
の
促
進

　⑴
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
特
色
あ
る
技
術
等
を

も
つ
企
業
へ
の
支
援

令
和
３
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
、
本
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
５
，

４
９
６
億
円
で
、
県
内
の
47
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
産
業
集
積
地
で
す
。
ま
た
、
各

産
業
の
技
術
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
も
特
徴

で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
産
学
官
連
携
と
し

て
、
島
根
大
学
医
学
部
と
の
や
さ
し
い
医

工
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

販
路
開
拓
支
援
と
し
て
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず

も
の
県
外
等
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
や
し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
に
お
い

て
、
製
造
業
等
に
対
し
、
研
修
会
、
専
門

家
派
遣
、
技
術
的
支
援
等
、
各
種
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
い
ず
も
や
県
産
業
振
興
課
、
県
産
業

支
援
機
関
、
島
根
大
学
等
の
学
術
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑵
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
企
業
誘
致
の
推
進

未
来
を
担
う
若
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が

夢
を
描
き
、
市
内
就
職
や
定
住
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
、
経
済
情
勢
に
左
右
さ
れ
に
く

い
強
固
な
産
業
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、

様
々
な
産
業
分
野
に
お
け
る
雇
用
の
場
の

創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
製
造
業
の
誘
致
と
と
も
に
、
若

者
の
就
業
ニ
ー
ズ
に
合
う
ソ
フ
ト
産
業

（
事
務
系
職
場
）
の
誘
致
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
日
御
碕
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
新
た
に
整
備
す
る

パ
ル
メ
イ
ト
出
雲
１
階
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
「
Ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ａ
ｄ

（
イ
ズ
モ
ノ
マ
ド
）」
へ
の
都
市
部
企
業
の

誘
致
や
、
中
山
間
地
域
へ
の
オ
フ
ィ
ス
開

設
助
成
制
度
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
を
進

め
、
人
口
減
少
地
域
の
活
性
化
や
定
住
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
斐
川
地
域
で
新
工
業
団
地
整
備

を
進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

将
来
の
整
備
候
補
地
と
し
て
い
る
出

雲
・
湖
陵
の
２
地
域
の
う
ち
、
湖
陵
地
域

に
工
業
団
地
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
地
元
か
ら
整
備
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
市
と
し
て
も
、
市
全
体
の
均
衡
あ

る
産
業
振
興
と
地
域
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
新
工
業
団
地
の
分
譲
状
況
や
湖

陵
地
域
等
へ
の
進
出
意
向
を
示
す
企
業

ニ
ー
ズ
な
ど
を
見
極
め
た
う
え
で
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

８
．
地
元
就
職
の
促
進
と
工
科
系
人
材
の

育
成

⑴
地
元
就
職
の
促
進

①
ふ
る
さ
と
教
育
の
徹
底

出
雲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
出
雲
市

の
自
然
や
産
業
、
神
話
や
偉
人
な
ど
の

歴
史
、
祭
り
や
伝
統
的
な
芸
能
な
ど
を

ま
と
め
た
社
会
科
等
副
読
本
「
出
雲
―

わ
た
し
た
ち
の
出
雲
市
―
」を
発
行
し
、

市
内
各
小
学
校
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

３
学
年
か
ら
６
学
年
の
社
会
科
を
中
心

に
ふ
る
さ
と
出
雲
を
学
習
す
る
教
材
と

し
て
活
用
し
、
出
雲
へ
の
愛
着
と
誇
り

の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
よ
り
中
学
校
区

に
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」
を

順
次
配
置
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
地
元
の
行
事
や
祭
り
に
参
画
し
や
す

い
よ
う
に
地
元
の
団
体
等
と
学
校
と
の

連
絡
調
整
を
す
る
な
ど
、
地
域
と
学
校

が
連
携
・
協
働
し
た
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
徹
底

出
雲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
ふ
る
さ
と
教
育
と
一
体
的
に

進
め
て
お
り
、
小
学
校
で
は
地
域
で
働

く
人
々
に
つ
い
て
の
学
習
を
、
中
学
校

で
は
企
業
経
営
者
な
ど
を
講
師
に
迎
え

た
講
話
や
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
中
学
校
３
年
生
で
行
う
職
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国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
、
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
の
利
用
や
外
国
語
表
記
（
複
数

言
語
）
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
に
つ
い
て
は

「
出
雲
市
中
小
企
業
者
等
物
価
高
騰
対
策

デ
ジ
タ
ル
化
促
進
支
援
事
業
補
助
金
（
商

工
振
興
課
）」、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
「
出
雲
市
外
国
人
観
光
客
誘
致

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
補
助

金
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
課
）」
を
用
意

し
、
事
業
者
の
取
組
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
飲
食
店
の
多
言
語
で
の
メ

ニ
ュ
ー
表
記
に
つ
い
て
は
、
多
言
語
メ

ニ
ュ
ー
作
成
支
援
サ
イ
ト「
Ｅ
Ａ
Ｔ
島
根
」

（
島
根
県
）
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ハ
ラ
ル

対
応
の
表
示
に
も
対
応
す
る
な
ど
一
定
の

支
援
施
策
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
対
応
に
つ
い
て
は
今
一
歩
進
ん
で
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
事
業
者
の

皆
様
に
向
け
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
訪
問
講
座

を
開
催
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
の
機

運
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
外
国
人
住

民
を
含
め
外
国
人
の
方
々
に
も
出
雲
の
食

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
店
舗
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
貴
団
体
と
も
相
談
し

な
が
ら
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
普
及
に
向

け
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
集
中
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
交
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
に
つ
い

て
は
、
航
空
機
、
Ｊ
Ｒ
、
一
畑
バ
ス
で
対

応
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
空
港
連
絡
バ
ス
や

一
畑
電
車
の
一
部
の
駅
で
は
券
売
機
で
対

応
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
事
業
者
に
よ
る
取

組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

６
．
中
小
企
業
へ
の
支
援

⑴
産
業
・
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の

取
組
み

本
市
に
お
い
て
は
、
今
年
度
に
お
い
て

も
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
支
援
事
業
補
助
金
を

実
施
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
業
務
効
率
化
を
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
等
先
進
機
器
の
導
入

に
関
し
て
、
国
の
も
の
づ
く
り
補
助
金
、

事
業
再
構
築
補
助
金
等
、
活
用
で
き
る
補

助
制
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
に

努
め
ま
す
。

⑵
地
域
内
経
済
循
環
の
推
進

市
で
は
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の

導
入
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
進
め
て
お

り
、
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
既
に
貴
団
体
と
の
情
報
交
換

も
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
度
実
施

さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
実
証
事

業
の
結
果
を
一
つ
の
検
討
材
料
と
し
な
が

ら
、引
き
続
き
情
報
収
集
や
研
究
を
進
め
、

導
入
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

⑶
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦

本
年
３
月
に
出
雲
市
環
境
総
合
計
画
を

策
定
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
重
点
取
組

事
項
と
し
て
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
環

境
省
「
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進

交
付
金
（
重
点
対
策
加
速
化
事
業
）」
の

選
定
を
受
け
、
本
年
度
か
ら
民
間
事
業
所

へ
の
支
援
と
し
て
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄

電
池
設
備
・
電
気
自
動
車
・
充
放
電
設
備

の
導
入
補
助
制
度
を
開
始
し
て
お
り
、
省

エ
ネ
設
備
導
入
補
助
に
つ
い
て
も
、
令
和

６
年
度
か
ら
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
の
各
種
補
助
制
度
に
つ
い
て

の
情
報
共
有
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
、市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太

陽
光
発
電
及
び
太
陽
熱
、
風
力
、
地
熱
、

小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
Ｈ
Ｐ
に
公
表

す
る
こ
と
で
再
エ
ネ
発
電
事
業
者
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

関
心
を
持
っ
た
事
業
者
か
ら
は
問
い
合

わ
せ
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
河
下
港
周
辺

も
候
補
地
の
１
つ
と
し
て
、
将
来
的
に

は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
再
エ

ネ
発
電
事
業
者
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

⑷
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
へ
の
支
援

公
共
交
通
（
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
）
の
充

実
を
図
る
た
め
に
は
運
転
手
確
保
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
運
転

手
不
足
に
よ
る
路
線
バ
ス
の
減
便
や
タ
ク

シ
ー
不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
そ
の
対

策
は
急
務
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、本
年
10
月
24
日
に「
中

山
間
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
島
根
の
生
活

交
通
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
運
転
手
の
処
遇
改
善
な
ど

諸
課
題
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
、
全

県
で
検
討
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

市
と
し
て
は
、
交
通
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
り
、
運
転
手
確
保
に
向
け
た
支
援
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
が
実
施
す

る
労
働
条
件
改
善
へ
の
支
援
を
、
県
市
長

会
を
通
し
て
、
国
、
県
に
対
し
て
要
望
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
国
、
県
と
と
も
に
燃
料
費
の
一

部
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

国
、
県
と
連
携
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
求
職
者
、
事
業
者
向
け
の
二
種

免
許
の
取
得
費
用
支
援
に
つ
い
て
は
、
既

に
国
及
び
島
根
県
旅
客
自
動
車
協
会
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
そ
れ
ら
制
度

の
周
知
を
図
り
ま
す
。

⑸
貨
物
運
送
事
業
へ
の
支
援

物
流
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
に
伴

い
、
輸
送
能
力
の
低
下
に
よ
る
荷
物
の
配

達
遅
れ
や
運
送
・
物
流
企
業
の
売
上
減
少
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減
少
、
荷

主
企
業
の
輸
送
経
費
の
負
担
増
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
物
流
業

界
の
２
０
２
４
年
問
題
も
含
め
、
今
年
度

補
正
予
算
に
よ
る
経
済
対
策
の
実
施
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
県
で
は
物
流

の
実
態
調
査
を
は
じ
め
、
普
及
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
県
の
動
向
や
県
の
実
態
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
対
策
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

⑹
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
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国
に
お
い
て
は
２
０
２
２
年
を
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
元
年
と
し
て
、
各
種
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、

就
職
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
と
し
て
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
誕
生
は
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な

支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。民

間
フ
ァ
ン
ド
の
取
組
の
動
き
が
あ
れ

ば
、
ご
相
談
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
、
対

応
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
元

金
融
機
関
も
含
め
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ

イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず
も
や
民
間
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
育

成
に
向
け
て
、
本
市
と
し
て
の
支
援
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑺
働
き
手
不
足
へ
の
取
組
み

国
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
「
年

収
の
壁
」
を
意
識
せ
ず
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
当
面

の
対
応
と
し
て
、
企
業
助
成
な
ど
の
「
年

収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
本

年
10
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
５
年
に
予
定
す
る
年
金
制
度
改
革

の
中
で
検
討
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
は
今
後
の
動
向
を
見
守
る

と
と
も
に
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑻
取
引
拡
大
に
向
け
た
各
種
認
証
制
度
の
取

得
等
へ
の
支
援

取
引
拡
大
に
向
け
た
各
種
認
証
制
度
の

取
得
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
場
調
査
や
商
品
開
発
等
に
か
か
る
助

成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
の
地
域
産
品
販

路
拡
大
活
動
支
援
事
業
、
飲
食
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
新
事
業
展
開
支
援
事
業
の
ほ

か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず

も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
が
あ
り
、
引
き

続
き
こ
れ
ら
の
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。

７
．
産
業
集
積
の
促
進

　⑴
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
特
色
あ
る
技
術
等
を

も
つ
企
業
へ
の
支
援

令
和
３
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
、
本
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
５
，

４
９
６
億
円
で
、
県
内
の
47
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
産
業
集
積
地
で
す
。
ま
た
、
各

産
業
の
技
術
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
も
特
徴

で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
産
学
官
連
携
と
し

て
、
島
根
大
学
医
学
部
と
の
や
さ
し
い
医

工
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

販
路
開
拓
支
援
と
し
て
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず

も
の
県
外
等
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
や
し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
に
お
い

て
、
製
造
業
等
に
対
し
、
研
修
会
、
専
門

家
派
遣
、
技
術
的
支
援
等
、
各
種
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ラ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
い
ず
も
や
県
産
業
振
興
課
、
県
産
業

支
援
機
関
、
島
根
大
学
等
の
学
術
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑵
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
企
業
誘
致
の
推
進

未
来
を
担
う
若
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が

夢
を
描
き
、
市
内
就
職
や
定
住
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
、
経
済
情
勢
に
左
右
さ
れ
に
く

い
強
固
な
産
業
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、

様
々
な
産
業
分
野
に
お
け
る
雇
用
の
場
の

創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
製
造
業
の
誘
致
と
と
も
に
、
若

者
の
就
業
ニ
ー
ズ
に
合
う
ソ
フ
ト
産
業

（
事
務
系
職
場
）
の
誘
致
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
日
御
碕
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
新
た
に
整
備
す
る

パ
ル
メ
イ
ト
出
雲
１
階
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
「
Ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ａ
ｄ

（
イ
ズ
モ
ノ
マ
ド
）」
へ
の
都
市
部
企
業
の

誘
致
や
、
中
山
間
地
域
へ
の
オ
フ
ィ
ス
開

設
助
成
制
度
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
を
進

め
、
人
口
減
少
地
域
の
活
性
化
や
定
住
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
斐
川
地
域
で
新
工
業
団
地
整
備

を
進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

将
来
の
整
備
候
補
地
と
し
て
い
る
出

雲
・
湖
陵
の
２
地
域
の
う
ち
、
湖
陵
地
域

に
工
業
団
地
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
地
元
か
ら
整
備
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
市
と
し
て
も
、
市
全
体
の
均
衡
あ

る
産
業
振
興
と
地
域
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
新
工
業
団
地
の
分
譲
状
況
や
湖

陵
地
域
等
へ
の
進
出
意
向
を
示
す
企
業

ニ
ー
ズ
な
ど
を
見
極
め
た
う
え
で
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

８
．
地
元
就
職
の
促
進
と
工
科
系
人
材
の

育
成

⑴
地
元
就
職
の
促
進

①
ふ
る
さ
と
教
育
の
徹
底

出
雲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
出
雲
市

の
自
然
や
産
業
、
神
話
や
偉
人
な
ど
の

歴
史
、
祭
り
や
伝
統
的
な
芸
能
な
ど
を

ま
と
め
た
社
会
科
等
副
読
本
「
出
雲
―

わ
た
し
た
ち
の
出
雲
市
―
」を
発
行
し
、

市
内
各
小
学
校
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

３
学
年
か
ら
６
学
年
の
社
会
科
を
中
心

に
ふ
る
さ
と
出
雲
を
学
習
す
る
教
材
と

し
て
活
用
し
、
出
雲
へ
の
愛
着
と
誇
り

の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
よ
り
中
学
校
区

に
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」
を

順
次
配
置
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
地
元
の
行
事
や
祭
り
に
参
画
し
や
す

い
よ
う
に
地
元
の
団
体
等
と
学
校
と
の

連
絡
調
整
を
す
る
な
ど
、
地
域
と
学
校

が
連
携
・
協
働
し
た
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
徹
底

出
雲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
ふ
る
さ
と
教
育
と
一
体
的
に

進
め
て
お
り
、
小
学
校
で
は
地
域
で
働

く
人
々
に
つ
い
て
の
学
習
を
、
中
学
校

で
は
企
業
経
営
者
な
ど
を
講
師
に
迎
え

た
講
話
や
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
中
学
校
３
年
生
で
行
う
職
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場
体
験
学
習
で
は
、
出
雲
で
働
く
こ
と

の
意
義
や
す
ば
ら
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
は
、
市
内
事
業
所
の

仕
事
内
容
な
ど
を
ま
と
め
、
職
業
調
べ

等
に
活
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
「
い
ず
も
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
」
を
作
成

し
、
市
が
児
童
生
徒
に
配
付
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
自
ら
市
内
全
14
の
公
立

中
学
校
を
訪
問
し
、
出
雲
の
将
来
を
担

う
中
学
生
に
、
本
市
の
魅
力
や
今
後
進

め
て
い
く
施
策
を
直
接
語
り
か
け
、
生

徒
と
意
見
交
換
も
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系
化
に
つ
い
て

は
、
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
に

育
て
た
い
力
を
系
統
化
し
た
「
出
雲
市

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
計
画
・
系
統
表
」

を
作
成
し
、
日
々
の
教
育
活
動
で
活
用

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
将
来
の

夢
や
成
長
の
記
録
を
綴
る「
キ
ャ
リ
ア
・

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
小
・
中
・
高
を
通
じ

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
及
び
保
護
者
が
市
内
の
企
業

を
訪
問
し
、企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

事
業
内
容
・
魅
力
、
仕
事
の
や
り
が
い

等
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
職
場
環
境
を

見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
就
職
に

対
す
る
意
識
の
向
上
、
将
来
の
進
路
選

択
に
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
企
業
見
学
会
を
今
年
度
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
好
評
を
得

た
た
め
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施

す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

⑵
工
科
系
人
材
の
育
成

工
科
系
短
期
大
学
・
専
門
学
校
の
誘
致

や
既
存
専
門
学
校
へ
の
新
学
科
創
設
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
県
知
事
要
望
に
お
い

て
、
最
重
点
要
望
項
目
の
一
つ
と
し
て
Ｉ

Ｔ
産
業
振
興
の
強
化
を
掲
げ
て
お
り
、
高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
を

育
成
す
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
、
Ｉ
Ｔ

人
材
の
育
成
・
確
保
支
援
事
業
の
拡
充
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

９
．
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

⑴
効
果
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
推
進

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
、

（
公
財
）
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
と
連

携
し
、
職
業
相
談
や
農
業
支
援
な
ど
市
内

部
で
情
報
交
換
・
共
有
す
る
な
ど
、
多
様

な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。本

市
の
移
住
希
望
者
へ
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
新
た
に
、
移
住
前
に

本
市
に
滞
在
し
て
仕
事
探
し
を
す
る
場
合

の
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
お
試
し

居
住
助
成
金
」
を
創
設
し
た
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
首
都
圏
等
で
の

対
面
に
よ
る
フ
ェ
ア
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
部
署
と
連

携
を
図
り
、
効
果
あ
る
取
組
を
実
践
し
ま

す
。ま

た
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
は
、
島
根
県
が
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
移
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
県
・
市
相
互
に
情
報
共

有
す
る
な
ど
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、

専
用
の
窓
口
を
設
置
し
、
職
業
相
談
員
が

就
職
相
談
、
面
接
指
導
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

学
生
の
地
元
就
職
促
進
に
つ
い
て
は
、

市
内
及
び
県
外
（
広
島
、
大
阪
）
で
の
学

生
と
市
内
企
業
若
手
社
員
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
、
県
外
大
学
等
と
の
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度

か
ら
、
産
業
政
策
課
内
に
「
学
生
就
職
支

援
窓
口
」
を
開
設
し
、
学
生
就
職
サ
ポ
ー

タ
ー
が
出
雲
で
就
職
を
希
望
す
る
学
生
を

対
象
に
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
相
談
対
応

を
行
う
な
ど
、
地
元
就
職
促
進
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

⑵
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
の
さ
ら
な
る
促
進

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
雲
市
空
き
家
相
談
セ
ン

タ
ー
、（
一
社
）古
民
家
再
生
協
会
島
根

第
一
支
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ら
た
空
き
家

再
生
舎
と
空
き
家
対
策
等
に
係
る
連
携
協

定
を
締
結
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
効
果

的
、
具
体
的
、
継
続
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
３
つ
の
民
間
団
体
と
協

力
、
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
出
雲
宅
建

セ
ン
タ
ー
や
市
内
不
動
産
業
者
と
も
連
携

を
図
り
、
い
ず
も
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
の
増
加
、
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し

ま
す
。

な
お
、
３
つ
の
民
間
団
体
も
互
い
に
情

報
共
有
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
等
の
利
活
用
に
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
本
年
９
月
末
時
点
に
お
け

る
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
33
件
（
令

和
４
年
度
24
件
）、成
約
件
数
は
20
件
（
令

和
４
年
度
18
件
）
で
、
い
ず
れ
も
昨
年
度

を
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
事
業
を
見
直
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
過
疎
・
辺
地
地
域
等
を
対
象
に
自
然

豊
か
な
地
域
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
と
し

て
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
助
成
額
の
増
、
新
婚
・

子
育
て
・
孫
タ
ー
ン
世
帯
へ
の
加
算
を
設

け
る
な
ど
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
空
き
家
の
活
用
を
含
む
移

住
・
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
支
援
制
度

と
し
て
、
市
で
は
、
移
住
促
進
住
ま
い
づ

く
り
助
成
金
や
い
ず
も
で
新
生
活
応
援
助

成
金
、
県
で
は
、
し
ま
ね
長
寿
・
子
育
て

安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
う
ち
、
市
の
移
住
促
進
住
ま
い
づ

く
り
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

中
古
住
宅
の
取
得
を
対

象
に
加
え
、
拡
充
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
新
規
開
業
を

支
援
す
る
地
域
商
業
支

援
事
業
費
補
助
金
の
周

知
に
努
め
、
空
き
店
舗

の
有
効
活
用
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。
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何気ない　親の言葉が　生む差別
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

会議所の動き

東京ビッグサイトにて空飛ぶ軽トラ

　運
輸
車
輌
部
会
（
金
本
保
部
会
長
）
は

11
月
１
日
㈬
、
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ  

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ  

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
３
（（
旧
）東
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
）
の
視
察
研
修
と
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
こ
の
Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
は
「
移
動
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
未

来
の
姿
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
自
動
車
業
界
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
関
連
企
業
や
他
業
種
ま

で
合
わ
せ
る
と
参
加
企
業
は
実
に
4
7
5

社
に
の
ぼ
り
ま
す
。
中
で
も
、
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
や
空
飛
ぶ
軽
ト
ラ
な
ど
、「
次
世
代
空

モ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
都
内
移
動
の
際
、
た
ま
た
ま

利
用
し
た
日
本
交
通
㈱
が
G
O
（
タ
ク
シ
ー

が
呼
べ
る
ア
プ
リ
）
を
活
用
し
て
お
り
、

ま
た
、
運
転
手
の
み
な
さ
ん
が
大
変
若
い

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
お
話
を
お
伺
い
し

た
と
こ
ろ
、
週
４
日
勤
務
で
月
収
50
万
円
、

毎
年
3
0
0
人
近
い
新
卒
採
用
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　お
話
を
伺
っ
た
方
は
、
日
本
交
通
㈱
が

ア
プ
リ
の
活
用
や
全
車
ド
ラ
レ
コ
装
備
な

ど
、
他
に
先
駆
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
仕
事
に
決
め
た
そ

う
で
す
。

　こ
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
新
た
な
技

術
や
取
組
み
が
、
業
界
を
大
き
く
変
革
し

て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
３

運
輸
車
輌
部
会

フジテレビジョン スタジオ内にてジェイ・スポーツの会社説明の様子

　情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
勝
部
達
夫
部
会

長
）
並
び
に
金
融
理
財
部
会
（
成
相
修
司

部
会
長
）
は
11
月
８
日
㈬
、
東
京
都
に
あ

る
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
ジ
ェ
イ
・
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
合
同
視
察
研
修
を
実
施
し
、
総
勢

14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
球
体
展
望

室
「
は
ち
た
ま
」、「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
本
社
屋
内
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
本
社
屋
内
で
は
、
職
員
が

出
入
り
さ
れ
る
フ
ロ
ア
か
ら
は
じ
ま
り
、

ス
タ
ジ
オ
や
出
演
者
の
控
室
前
の
通
路
ま

で
案
内
い
た
だ
き
、
普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
現
場
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　次
い
で
、
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

専
用
テ
レ
ビ
局
で
あ
る
ジ
ェ
イ
・
ス
ポ
ー

ツ
の
本
社
屋
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ス
タ
ジ

オ
の
ほ
か
に
テ
レ
ビ
放
送
の
最
終
段
階
と

し
て
、
番
組
が
正
し
く
放
送
さ
れ
る
よ
う

に
24
時
間
監
視
を
行
う
テ
レ
ビ
マ
ス
タ
ー

の
部
屋
を
案
内
い
た
だ
き
、
視
聴
者
に
正

し
い
放
送
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
担
当
の

方
々
が
モ
ニ
タ
ー
を
常
時
監
視
さ
れ
る
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
日
常
生
活
に

身
近
な
テ
レ
ビ
放
映
が
多
く
の
制
作
者
や

関
係
者
に
よ
っ
て
緊
張
感
を
も
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
ジ
ェ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
視
察
を
実
施

情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
金
融
理
財
部
会
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場
体
験
学
習
で
は
、
出
雲
で
働
く
こ
と

の
意
義
や
す
ば
ら
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
は
、
市
内
事
業
所
の

仕
事
内
容
な
ど
を
ま
と
め
、
職
業
調
べ

等
に
活
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
「
い
ず
も
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
」
を
作
成

し
、
市
が
児
童
生
徒
に
配
付
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
自
ら
市
内
全
14
の
公
立

中
学
校
を
訪
問
し
、
出
雲
の
将
来
を
担

う
中
学
生
に
、
本
市
の
魅
力
や
今
後
進

め
て
い
く
施
策
を
直
接
語
り
か
け
、
生

徒
と
意
見
交
換
も
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系
化
に
つ
い
て

は
、
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
に

育
て
た
い
力
を
系
統
化
し
た
「
出
雲
市

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
計
画
・
系
統
表
」

を
作
成
し
、
日
々
の
教
育
活
動
で
活
用

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
将
来
の

夢
や
成
長
の
記
録
を
綴
る「
キ
ャ
リ
ア
・

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
小
・
中
・
高
を
通
じ

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
及
び
保
護
者
が
市
内
の
企
業

を
訪
問
し
、企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

事
業
内
容
・
魅
力
、
仕
事
の
や
り
が
い

等
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
職
場
環
境
を

見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
就
職
に

対
す
る
意
識
の
向
上
、
将
来
の
進
路
選

択
に
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
企
業
見
学
会
を
今
年
度
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
好
評
を
得

た
た
め
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施

す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

⑵
工
科
系
人
材
の
育
成

工
科
系
短
期
大
学
・
専
門
学
校
の
誘
致

や
既
存
専
門
学
校
へ
の
新
学
科
創
設
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
県
知
事
要
望
に
お
い

て
、
最
重
点
要
望
項
目
の
一
つ
と
し
て
Ｉ

Ｔ
産
業
振
興
の
強
化
を
掲
げ
て
お
り
、
高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
を

育
成
す
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
、
Ｉ
Ｔ

人
材
の
育
成
・
確
保
支
援
事
業
の
拡
充
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

９
．
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

⑴
効
果
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
推
進

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
、

（
公
財
）
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
と
連

携
し
、
職
業
相
談
や
農
業
支
援
な
ど
市
内

部
で
情
報
交
換
・
共
有
す
る
な
ど
、
多
様

な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。本

市
の
移
住
希
望
者
へ
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
新
た
に
、
移
住
前
に

本
市
に
滞
在
し
て
仕
事
探
し
を
す
る
場
合

の
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
お
試
し

居
住
助
成
金
」
を
創
設
し
た
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
首
都
圏
等
で
の

対
面
に
よ
る
フ
ェ
ア
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
部
署
と
連

携
を
図
り
、
効
果
あ
る
取
組
を
実
践
し
ま

す
。ま

た
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
は
、
島
根
県
が
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
移
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
県
・
市
相
互
に
情
報
共

有
す
る
な
ど
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、

専
用
の
窓
口
を
設
置
し
、
職
業
相
談
員
が

就
職
相
談
、
面
接
指
導
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

学
生
の
地
元
就
職
促
進
に
つ
い
て
は
、

市
内
及
び
県
外
（
広
島
、
大
阪
）
で
の
学

生
と
市
内
企
業
若
手
社
員
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
、
県
外
大
学
等
と
の
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度

か
ら
、
産
業
政
策
課
内
に
「
学
生
就
職
支

援
窓
口
」
を
開
設
し
、
学
生
就
職
サ
ポ
ー

タ
ー
が
出
雲
で
就
職
を
希
望
す
る
学
生
を

対
象
に
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
相
談
対
応

を
行
う
な
ど
、
地
元
就
職
促
進
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

⑵
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
の
さ
ら
な
る
促
進

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
雲
市
空
き
家
相
談
セ
ン

タ
ー
、（
一
社
）古
民
家
再
生
協
会
島
根

第
一
支
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ら
た
空
き
家

再
生
舎
と
空
き
家
対
策
等
に
係
る
連
携
協

定
を
締
結
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
効
果

的
、
具
体
的
、
継
続
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
３
つ
の
民
間
団
体
と
協

力
、
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
出
雲
宅
建

セ
ン
タ
ー
や
市
内
不
動
産
業
者
と
も
連
携

を
図
り
、
い
ず
も
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
の
増
加
、
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し

ま
す
。

な
お
、
３
つ
の
民
間
団
体
も
互
い
に
情

報
共
有
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
等
の
利
活
用
に
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
本
年
９
月
末
時
点
に
お
け

る
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
33
件
（
令

和
４
年
度
24
件
）、成
約
件
数
は
20
件
（
令

和
４
年
度
18
件
）
で
、
い
ず
れ
も
昨
年
度

を
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
事
業
を
見
直
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
過
疎
・
辺
地
地
域
等
を
対
象
に
自
然

豊
か
な
地
域
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
と
し

て
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
助
成
額
の
増
、
新
婚
・

子
育
て
・
孫
タ
ー
ン
世
帯
へ
の
加
算
を
設

け
る
な
ど
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
空
き
家
の
活
用
を
含
む
移

住
・
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
支
援
制
度

と
し
て
、
市
で
は
、
移
住
促
進
住
ま
い
づ

く
り
助
成
金
や
い
ず
も
で
新
生
活
応
援
助

成
金
、
県
で
は
、
し
ま
ね
長
寿
・
子
育
て

安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
う
ち
、
市
の
移
住
促
進
住
ま
い
づ

く
り
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

中
古
住
宅
の
取
得
を
対

象
に
加
え
、
拡
充
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
新
規
開
業
を

支
援
す
る
地
域
商
業
支

援
事
業
費
補
助
金
の
周

知
に
努
め
、
空
き
店
舗

の
有
効
活
用
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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何気ない　親の言葉が　生む差別
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

会議所の動き

東京ビッグサイトにて空飛ぶ軽トラ

　運
輸
車
輌
部
会
（
金
本
保
部
会
長
）
は

11
月
１
日
㈬
、
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ  

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ  

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
３
（（
旧
）東
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
）
の
視
察
研
修
と
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
こ
の
Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
は
「
移
動
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
未

来
の
姿
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
自
動
車
業
界
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
関
連
企
業
や
他
業
種
ま

で
合
わ
せ
る
と
参
加
企
業
は
実
に
4
7
5

社
に
の
ぼ
り
ま
す
。
中
で
も
、
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
や
空
飛
ぶ
軽
ト
ラ
な
ど
、「
次
世
代
空

モ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
都
内
移
動
の
際
、
た
ま
た
ま

利
用
し
た
日
本
交
通
㈱
が
G
O
（
タ
ク
シ
ー

が
呼
べ
る
ア
プ
リ
）
を
活
用
し
て
お
り
、

ま
た
、
運
転
手
の
み
な
さ
ん
が
大
変
若
い

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
お
話
を
お
伺
い
し

た
と
こ
ろ
、
週
４
日
勤
務
で
月
収
50
万
円
、

毎
年
3
0
0
人
近
い
新
卒
採
用
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　お
話
を
伺
っ
た
方
は
、
日
本
交
通
㈱
が

ア
プ
リ
の
活
用
や
全
車
ド
ラ
レ
コ
装
備
な

ど
、
他
に
先
駆
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
仕
事
に
決
め
た
そ

う
で
す
。

　こ
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
新
た
な
技

術
や
取
組
み
が
、
業
界
を
大
き
く
変
革
し

て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
３

運
輸
車
輌
部
会

フジテレビジョン スタジオ内にてジェイ・スポーツの会社説明の様子

　情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
勝
部
達
夫
部
会

長
）
並
び
に
金
融
理
財
部
会
（
成
相
修
司

部
会
長
）
は
11
月
８
日
㈬
、
東
京
都
に
あ

る
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
ジ
ェ
イ
・
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
合
同
視
察
研
修
を
実
施
し
、
総
勢

14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
球
体
展
望

室
「
は
ち
た
ま
」、「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
本
社
屋
内
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
本
社
屋
内
で
は
、
職
員
が

出
入
り
さ
れ
る
フ
ロ
ア
か
ら
は
じ
ま
り
、

ス
タ
ジ
オ
や
出
演
者
の
控
室
前
の
通
路
ま

で
案
内
い
た
だ
き
、
普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
現
場
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　次
い
で
、
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

専
用
テ
レ
ビ
局
で
あ
る
ジ
ェ
イ
・
ス
ポ
ー

ツ
の
本
社
屋
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ス
タ
ジ

オ
の
ほ
か
に
テ
レ
ビ
放
送
の
最
終
段
階
と

し
て
、
番
組
が
正
し
く
放
送
さ
れ
る
よ
う

に
24
時
間
監
視
を
行
う
テ
レ
ビ
マ
ス
タ
ー

の
部
屋
を
案
内
い
た
だ
き
、
視
聴
者
に
正

し
い
放
送
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
担
当
の

方
々
が
モ
ニ
タ
ー
を
常
時
監
視
さ
れ
る
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
日
常
生
活
に

身
近
な
テ
レ
ビ
放
映
が
多
く
の
制
作
者
や

関
係
者
に
よ
っ
て
緊
張
感
を
も
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
ジ
ェ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
視
察
を
実
施

情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
金
融
理
財
部
会
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女性会

青年部

青年部・女性会だより

（
あ
お
い
や
）

　10
月
21
日
㈯
古
事
記
な
ど
の
物
語
で
縁

の
あ
る
出
雲
市
、
長
野
県
諏
訪
市
、
新
潟

県
糸
魚
川
市
の
３
市
で
「
か
み
が
た
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
事
業
」
が
出
雲
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
こ
の

度
７
体
目
と
な
る
神
話
オ
ブ
ジ
ェ
設
置
除

幕
式
と
物
産
展
が
シ
ャ
ー
ネ
・
エ
レ
ー
テ

今
市
さ
ん
に
よ
り
、
出
雲
市
東
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
会
か
ら
は
㈱
井
ゲ
タ
醤
油
、
旭
日
酒

造
㈲
、
富
士
酒
造
㈾
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
高

瀬
川
の
４
社
が
参
加
し
、
賑
や
か
な
物
産

展
と
な
り
ま
し
た
。

物産展の様子

副
会
長

松
田

　紀
子

諏
訪
市
・
糸
魚
川
市
を
お
も
て
な
し

（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｔ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

　10
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮
全
国
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
新
潟
全
国
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　記
念
講
演
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ

ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
長
岡
造
形
大

学
佐
々
木
順
子
理
事
長
か
ら
「
変
革
を
促

す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
」
と
題

し
、
従
業
員
個
々
の
能
力
を
尊
重
し
、
活

躍
の
場
を
作
り
あ
げ
て
き
た
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
３
つ
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
即
興
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
う
一
幕

が
あ
り
、
女
性
の
パ
ワ
ー
溢
れ
る
大
会
に

驚
き
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

会場にて記念撮影
会
長

野
井

　美
香

全
国
各
地
か
ら
２
，３
０
６
名
、
全
国
大
会
盛
大
に
開
催

青年部 新入会員を大募集中!!青年部 新入会員を大募集中!!
出雲商工会議所青年部では、共に出雲の商工業を盛り上げていく仲間を募集しています。
青年経済人としてのスキルを向上させて業績アップを図りながら、出雲を元気にしていきましょう！

出雲商工会議所青年部とは？
次代の地域経済を担う後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人
として資質の向上と会員相互の交流を通じ、自社企業の発展と豊かな
地域経済社会を築くことを目的として出雲商工会議所に設置された組
織です。

入 会 資 格
出雲商工会議所会員事業所であって入会時45歳未満の次の方
  ・事業所の経営者、後継者、経営幹部
  ・事業所の代表者の推薦のある方

出雲商工会議所青年部 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．どのような活動を行っていますか？

Ｑ．女性も入会できますか？

Ｑ．ものすごくお金がかかるのでは？

Ａ．・資質向上を目指した研修事業の開催
・会員及び他団体との交流事業の開催
・企業視察研修
・地域活性化事業の開催
・次世代への啓発事業の開催
・総会、例会の開催
・各種会議や大会への参加等

Ｑ．入会のメリットは？

Ｑ．どれくらいの人がいますか？

Ｑ．会合は月にどの程度ありますか？

Ａ．・経営者としての資質向上
・同業種及び異業種間での情報交換
・仕事に役立つ人脈づくり
・ビジネスチャンスの拡大等

Ａ．現在、出雲商工会議所青年部には78名が在籍しており、ＯＢ会
員の先輩方も多くいらっしゃいます。

Ａ．会合の種類としては、全会員を対象とした総会や例会、また配属
される委員会などがあります。月や年度によって多少変動はあり
ますが、平均して月に１回から３回程度です。

Ａ．もちろん大歓迎です。出雲商工会議所青年部では、女性会員も
積極的に参加されています。

Ａ．年会費５万円の他に懇親会の飲食代などの費用がかかる会議や
事業もありますが、これらへの出席は任意です。

お問い 合せ先
経営支援課 ☎25-3710

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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地域の輪　広げて無くす　困りごと
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

　団
体
の
部
で
は
、
㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｓ
Ｐ
Ｎ
チ
ー

ム
、個
人
の
部
で
は
、同
じ
く
㈱
ソ
ー
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
吉
岡

久
美
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　競
技
は
、
３
名
で
１
チ
ー
ム
を
構
成
、

女
性
に
は
１
ゲ
ー
ム
20
ピ
ン
の
ハ
ン
デ
ィ

を
加
算
し
、
２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
順
位

を
決
定
し
ま
し
た
。

　結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
ス
コ
ア
は
、
ハ
ン
デ
ィ
含
む
２
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
、
敬
称
略
）

　
第
23
回
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

11
月
17
日
㈮
に
出
雲
会
館
セ
ン
タ
ー
ボ
ウ

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
事
業
所
か

ら
30
チ
ー
ム
90
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【団体の部】優勝：SPN【個人の部】優勝：吉岡久美子さん

優　勝
準優勝
第３位

337
336
323

吉岡 久美子
青木　 美範
曽田　 祐生

㈱ソーシャルプランニングネットワーク
一級建築士事務所　青木設計
㈱島根銀行

氏　　名 スコア成　績 事業所名
◎個人の部

優　勝
準優勝
第３位

872
835
775

SPN
青木設計
愛こそすべて！

㈱ソーシャルプランニングネットワーク
一級建築士事務所　青木設計
㈱𠮷川製作所

チーム名 スコア成　績 事業所名
◎団体の部

BOWLING TAIKAI

第23回

会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

優
勝
！
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女性会

青年部

青年部・女性会だより

（
あ
お
い
や
）

　10
月
21
日
㈯
古
事
記
な
ど
の
物
語
で
縁

の
あ
る
出
雲
市
、
長
野
県
諏
訪
市
、
新
潟

県
糸
魚
川
市
の
３
市
で
「
か
み
が
た
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
事
業
」
が
出
雲
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
こ
の

度
７
体
目
と
な
る
神
話
オ
ブ
ジ
ェ
設
置
除

幕
式
と
物
産
展
が
シ
ャ
ー
ネ
・
エ
レ
ー
テ

今
市
さ
ん
に
よ
り
、
出
雲
市
東
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
会
か
ら
は
㈱
井
ゲ
タ
醤
油
、
旭
日
酒

造
㈲
、
富
士
酒
造
㈾
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
高

瀬
川
の
４
社
が
参
加
し
、
賑
や
か
な
物
産

展
と
な
り
ま
し
た
。

物産展の様子

副
会
長

松
田

　紀
子

諏
訪
市
・
糸
魚
川
市
を
お
も
て
な
し

（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｔ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

　10
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮
全
国
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
新
潟
全
国
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　記
念
講
演
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ

ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
長
岡
造
形
大

学
佐
々
木
順
子
理
事
長
か
ら
「
変
革
を
促

す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
」
と
題

し
、
従
業
員
個
々
の
能
力
を
尊
重
し
、
活

躍
の
場
を
作
り
あ
げ
て
き
た
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
３
つ
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
即
興
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
う
一
幕

が
あ
り
、
女
性
の
パ
ワ
ー
溢
れ
る
大
会
に

驚
き
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

会場にて記念撮影
会
長

野
井

　美
香

全
国
各
地
か
ら
２
，３
０
６
名
、
全
国
大
会
盛
大
に
開
催

青年部 新入会員を大募集中!!青年部 新入会員を大募集中!!
出雲商工会議所青年部では、共に出雲の商工業を盛り上げていく仲間を募集しています。
青年経済人としてのスキルを向上させて業績アップを図りながら、出雲を元気にしていきましょう！

出雲商工会議所青年部とは？
次代の地域経済を担う後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人
として資質の向上と会員相互の交流を通じ、自社企業の発展と豊かな
地域経済社会を築くことを目的として出雲商工会議所に設置された組
織です。

入 会 資 格
出雲商工会議所会員事業所であって入会時45歳未満の次の方
  ・事業所の経営者、後継者、経営幹部
  ・事業所の代表者の推薦のある方

出雲商工会議所青年部 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．どのような活動を行っていますか？

Ｑ．女性も入会できますか？

Ｑ．ものすごくお金がかかるのでは？

Ａ．・資質向上を目指した研修事業の開催
・会員及び他団体との交流事業の開催
・企業視察研修
・地域活性化事業の開催
・次世代への啓発事業の開催
・総会、例会の開催
・各種会議や大会への参加等

Ｑ．入会のメリットは？

Ｑ．どれくらいの人がいますか？

Ｑ．会合は月にどの程度ありますか？

Ａ．・経営者としての資質向上
・同業種及び異業種間での情報交換
・仕事に役立つ人脈づくり
・ビジネスチャンスの拡大等

Ａ．現在、出雲商工会議所青年部には78名が在籍しており、ＯＢ会
員の先輩方も多くいらっしゃいます。

Ａ．会合の種類としては、全会員を対象とした総会や例会、また配属
される委員会などがあります。月や年度によって多少変動はあり
ますが、平均して月に１回から３回程度です。

Ａ．もちろん大歓迎です。出雲商工会議所青年部では、女性会員も
積極的に参加されています。

Ａ．年会費５万円の他に懇親会の飲食代などの費用がかかる会議や
事業もありますが、これらへの出席は任意です。

お問い 合せ先
経営支援課 ☎25-3710

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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地域の輪　広げて無くす　困りごと
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

　団
体
の
部
で
は
、
㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｓ
Ｐ
Ｎ
チ
ー

ム
、個
人
の
部
で
は
、同
じ
く
㈱
ソ
ー
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
吉
岡

久
美
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　競
技
は
、
３
名
で
１
チ
ー
ム
を
構
成
、

女
性
に
は
１
ゲ
ー
ム
20
ピ
ン
の
ハ
ン
デ
ィ

を
加
算
し
、
２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
順
位

を
決
定
し
ま
し
た
。

　結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
ス
コ
ア
は
、
ハ
ン
デ
ィ
含
む
２
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
、
敬
称
略
）

　
第
23
回
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

11
月
17
日
㈮
に
出
雲
会
館
セ
ン
タ
ー
ボ
ウ

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
事
業
所
か

ら
30
チ
ー
ム
90
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【団体の部】優勝：SPN【個人の部】優勝：吉岡久美子さん

優　勝
準優勝
第３位

337
336
323

吉岡 久美子
青木　 美範
曽田　 祐生

㈱ソーシャルプランニングネットワーク
一級建築士事務所　青木設計
㈱島根銀行

氏　　名 スコア成　績 事業所名
◎個人の部

優　勝
準優勝
第３位

872
835
775

SPN
青木設計
愛こそすべて！

㈱ソーシャルプランニングネットワーク
一級建築士事務所　青木設計
㈱𠮷川製作所

チーム名 スコア成　績 事業所名
◎団体の部
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平日・休日歩行者推移（全体） 平日・休日車両推移（全体）

  

5,315 5,315 
4,888 4,888 4,888 4,888 4,934 4,934 

4,420 4,420 
4,505 4,505 

3,445 3,445 

4,627 4,627 

4,106 4,106 
4,766 4,766 

3,857 3,857 

4,546 4,546 

5,444 5,444 
5,921 5,921 

4,648 4,648 

4,619 4,619 4,432 4,432 

5,046 5,046 

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

27,206 27,206 
27,193 27,193 

24,895 24,895 

26,954 26,954 27,443 27,443 

25,293 25,293 

24,278 24,278 

25,797 25,797 

25,237 25,237 

20,795 20,795 
21,683 21,683 18,823 18,823 

21,276 21,276 

21,876 21,876 

19,424 19,424 

20,410 20,410 
20,838 20,838 

21,066 21,066 

20,000

18,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

平日 休日 平日 休日

   
 
 
 

  
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
  

高瀬川 

歩行者数 平日 / 休日 
    （前年比）（前年比） 

車両数     平日 / 休日 
    （前年比）（前年比） 

248 人 / 256 人 

（△20.0％）（△5.5％） 

  489 台 / 409 台 

（△6.0％）（△9.9％） 

出雲市駅 

899 人 / 1,248 人 

（△24.7％）（＋8.6％） 

  3,234台/ 2,906台 

  （△4.7％）（△0.1％） 

   242 人 / 251 人 

 （＋9.5％）（△12.2％） 

   5,417 台/ 4,227台 

  （＋3.4％）（△5.6％） 

    738 人 / 858 人 

   （△2.8％）（＋11.4%） 

  3,755台/ 3,259台 

   （△4.6％）（＋3.4％） 

298 人 / 301 人 

(△22.8%) （△23.4％） 

2,500台/ 1,811台 

（△4.7％）（△2.5％） 

526 人 / 561 人 

（＋1.7％）（＋29.9％） 

  6,347台 / 5,600台 

  （△1.1％）（＋3.5％） 

537 人 / 622 人 

（＋4.1％） (＋37.3％) 

  1,845台/ 1,512台 

（△4.7％）（＋13.8％） 

  492 人 / 761 人 

（△16.0％） （＋34.5％） 

754 台 / 624 台 

（△11.7％）（＋5.6％） 

    126 人 / 192 人 

（△8.7％）（＋71.4％） 

    887台/ 718 台 

（＋2.7％）（＋9.1％） 駅
通
り 

お
ろ
ち
通
り 

本 

町 

中 

町 

中
央
通 

扇

町 

高
瀬
川 

新
町
東
西 

新
町
南
北 

令和5年度 中心商店街通行量調査結果
　本調査は、商店街の盛衰を計る一つのバロメーターともいえる通行量を定期的に調査することにより、当該地点
での商店街の活力を測定するとともに、大型店の進出や個店及び近隣施設の興廃等、様々な要因が通行量にどのよ
うな影響を与えたかを考える基礎資料とするために毎年実施しています。

●実 施 日／①令和５年９月１３日㈬　②令和５年９月１７日㈰　●実施時間／午前９時～午後７時（１０時間）
●実施内容／１時間ごとに歩行者・自転車、車両（自動車・バイク）別に通行量を測定

平日の歩行者通行量は減少、休日は４年ぶりに増加
　歩行者通行量について、昨年と比較し、平日は11.3％減少、休日13.9％増加しました。平日の歩行者数の減少については、９
月に入ってからも残暑が続き、実施日も32.5度を記録し外出する人が少なかったと考えられます。一方、休日の歩行者数は４年ぶ
りに増加に転じており、５月にコロナ感染症の位置づけが５類に変わったことから、行動制限がなくなり外出機会が増加したこと
が反映されていると考えられます。
　地点別の歩行者について、昨年の調査と比較し、平日については駅通り（△24.7％）、中央通り（△2.8％）、中町（△16.0％）、
扇町（△20.0％）、新町東西（△8.7％）、高瀬川（△22.8％）の６地点で減少し、その他３地点では増加しました。休日については、
駅通り（8.6％）、中央通（11.4％）、本町（37.3％）、中町（34.5％）、新町東西（71.4％）、おろち通り（29.9％）の６地点で増加し、そ
の他３地点では減少しました。休日について、新町東西（71.4％）が特に大きく増加しており、時間帯は１６時から大きく増加して
おり飲食店に向かう人出と考えられます。また、３連休の中日であることから中町、本町、おろち通りの歩行者数の増加は飲食店
に向かう観光客であると推測します。
　車両通行量は、平日は2.2％減少、休日は1.1％増加する結果となりました。地点別にみると、平日は中町（△11.7％）が減少し
ており、休日は本町（＋13.8％）が増加しました。
　当調査の詳しい内容は当所ＨＰをご覧ください。

通行量調査概要

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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差別して　人見る親を　子は見てる
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

専門家による個別相談会のご案内12～2月度 場所：出雲商工会館２階

※「労務・社会保険」、「登記・相続」相談は、専門指導員と日時を調整のうえ開催しますので、まずはお電話ください。

〈お申込み・お問合せ先〉 経営支援課まで　TEL ２５-３７１０　FAX ２３-１１４４
すべて事前予約制としておりますので、お電話にてご予約ください。 相談無料!!

秘密厳守!!

無料相談会をご活用ください！

取引先と共存共栄の関係を築こうとする経営者の皆様へ

「パートナーシップ構築宣言」を
作成・公表しませんか

①取引先との共存共栄の取組や、「取引条件のしわ寄せ」防止を代表者の
　名前で宣言します。
以下の項目について、企業の代表者の名前で宣言します。
●サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を越えた新たな連携
●親事業者と下請事業者の望ましい取引慣行（振興基準※）の遵守
●その他独自の取組
　※下請中小企業振興法に基づく基準
　　（https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/shinkoukijyun.htm）

②「宣言」はポータルサイト上に公表されます。

③「宣言」企業は「ロゴマーク」を使うことができます。

●（公財）全国中小企業振興機関協会が運営するポータルサイト
　（https://www.biz-partnership.jp）に提出すると、「宣言」が掲載されます。

④一部の補助金について加点措置を講じます。
●対象となる補助金については、ポータルサイトをご覧ください。

「宣言」の内容について
未来を拓くパートナーシップ構築推進会議事務局
●内閣府政策統括官付
　参事官（産業・雇用担当）付03-6257-1540
●中小企業庁企画課03-3501-1765

「宣言」の提出・掲載について
●（公財）全国中小企業振興機関協会
　03-5541-6688
　提出先URL：https://www.biz-partnership.jp

※「振興基準」に違反し、主務大臣の指導・助言を受けた場合など、「宣言」を履行していないと認められる
　場合には、「宣言」のサイトへの掲載を取りやめることがあります。

〈ロゴマークに込められた思い〉
大企業と中小企業がうまく噛み合い、共存共栄していく

相談所コーナー中小企業中小企業

内　容 日　　時　 専門指導員 主な相談事例

法　　律  1月 9日㈫
 2月13日㈫

13:00～15:00
※1枠30分 弁護士 債権回収、債務整理、取引先とのトラブルについて

発　　明
12月18日㈪
 1月15日㈪
 2月19日㈪

13：00～16：00
※1枠1時間 弁理士 特許・商標登録手続き、著作権について

Ｉ　　Ｔ
12月19日㈫
 1月16日㈫
 2月20日㈫

13：30～17：00
※1枠1時間

Ｉ Ｔ
コーディネータ テレワーク導入、ＳＮＳ活用、ネットショップについて

労　　務
社会保険 随    　時（※）　相談時間１時間程度 社会保険労務士 就業規則の作成、労使トラブル

公的年金制度について

登記・相続 随    　時（※）　相談時間１時間程度 司法書士
行政書士 相続登記、不動産登記、法人設立について

2023.12
13 出雲商工会議所報



平日・休日歩行者推移（全体） 平日・休日車両推移（全体）

  

5,315 5,315 
4,888 4,888 4,888 4,888 4,934 4,934 

4,420 4,420 
4,505 4,505 

3,445 3,445 

4,627 4,627 

4,106 4,106 
4,766 4,766 

3,857 3,857 

4,546 4,546 

5,444 5,444 
5,921 5,921 

4,648 4,648 

4,619 4,619 4,432 4,432 

5,046 5,046 

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

27,206 27,206 
27,193 27,193 

24,895 24,895 

26,954 26,954 27,443 27,443 

25,293 25,293 

24,278 24,278 

25,797 25,797 

25,237 25,237 

20,795 20,795 
21,683 21,683 18,823 18,823 

21,276 21,276 

21,876 21,876 

19,424 19,424 

20,410 20,410 
20,838 20,838 

21,066 21,066 

20,000

18,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

平日 休日 平日 休日

   
 
 
 

  
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
  

高瀬川 

歩行者数 平日 / 休日 
    （前年比）（前年比） 

車両数     平日 / 休日 
    （前年比）（前年比） 

248 人 / 256 人 

（△20.0％）（△5.5％） 

  489 台 / 409 台 

（△6.0％）（△9.9％） 

出雲市駅 

899 人 / 1,248 人 

（△24.7％）（＋8.6％） 

  3,234台/ 2,906台 

  （△4.7％）（△0.1％） 

   242 人 / 251 人 

 （＋9.5％）（△12.2％） 

   5,417 台/ 4,227台 

  （＋3.4％）（△5.6％） 

    738 人 / 858 人 

   （△2.8％）（＋11.4%） 

  3,755台/ 3,259台 

   （△4.6％）（＋3.4％） 

298 人 / 301 人 

(△22.8%) （△23.4％） 

2,500台/ 1,811台 

（△4.7％）（△2.5％） 

526 人 / 561 人 

（＋1.7％）（＋29.9％） 

  6,347台 / 5,600台 

  （△1.1％）（＋3.5％） 

537 人 / 622 人 

（＋4.1％） (＋37.3％) 

  1,845台/ 1,512台 

（△4.7％）（＋13.8％） 

  492 人 / 761 人 

（△16.0％） （＋34.5％） 

754 台 / 624 台 

（△11.7％）（＋5.6％） 

    126 人 / 192 人 

（△8.7％）（＋71.4％） 

    887台/ 718 台 
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令和5年度 中心商店街通行量調査結果
　本調査は、商店街の盛衰を計る一つのバロメーターともいえる通行量を定期的に調査することにより、当該地点
での商店街の活力を測定するとともに、大型店の進出や個店及び近隣施設の興廃等、様々な要因が通行量にどのよ
うな影響を与えたかを考える基礎資料とするために毎年実施しています。

●実 施 日／①令和５年９月１３日㈬　②令和５年９月１７日㈰　●実施時間／午前９時～午後７時（１０時間）
●実施内容／１時間ごとに歩行者・自転車、車両（自動車・バイク）別に通行量を測定

平日の歩行者通行量は減少、休日は４年ぶりに増加
　歩行者通行量について、昨年と比較し、平日は11.3％減少、休日13.9％増加しました。平日の歩行者数の減少については、９
月に入ってからも残暑が続き、実施日も32.5度を記録し外出する人が少なかったと考えられます。一方、休日の歩行者数は４年ぶ
りに増加に転じており、５月にコロナ感染症の位置づけが５類に変わったことから、行動制限がなくなり外出機会が増加したこと
が反映されていると考えられます。
　地点別の歩行者について、昨年の調査と比較し、平日については駅通り（△24.7％）、中央通り（△2.8％）、中町（△16.0％）、
扇町（△20.0％）、新町東西（△8.7％）、高瀬川（△22.8％）の６地点で減少し、その他３地点では増加しました。休日については、
駅通り（8.6％）、中央通（11.4％）、本町（37.3％）、中町（34.5％）、新町東西（71.4％）、おろち通り（29.9％）の６地点で増加し、そ
の他３地点では減少しました。休日について、新町東西（71.4％）が特に大きく増加しており、時間帯は１６時から大きく増加して
おり飲食店に向かう人出と考えられます。また、３連休の中日であることから中町、本町、おろち通りの歩行者数の増加は飲食店
に向かう観光客であると推測します。
　車両通行量は、平日は2.2％減少、休日は1.1％増加する結果となりました。地点別にみると、平日は中町（△11.7％）が減少し
ており、休日は本町（＋13.8％）が増加しました。
　当調査の詳しい内容は当所ＨＰをご覧ください。

通行量調査概要

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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差別して　人見る親を　子は見てる
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

専門家による個別相談会のご案内12～2月度 場所：出雲商工会館２階

※「労務・社会保険」、「登記・相続」相談は、専門指導員と日時を調整のうえ開催しますので、まずはお電話ください。

〈お申込み・お問合せ先〉 経営支援課まで　TEL ２５-３７１０　FAX ２３-１１４４
すべて事前予約制としておりますので、お電話にてご予約ください。 相談無料!!

秘密厳守!!

無料相談会をご活用ください！

取引先と共存共栄の関係を築こうとする経営者の皆様へ

「パートナーシップ構築宣言」を
作成・公表しませんか

①取引先との共存共栄の取組や、「取引条件のしわ寄せ」防止を代表者の
　名前で宣言します。
以下の項目について、企業の代表者の名前で宣言します。
●サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を越えた新たな連携
●親事業者と下請事業者の望ましい取引慣行（振興基準※）の遵守
●その他独自の取組
　※下請中小企業振興法に基づく基準
　　（https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/shinkoukijyun.htm）

②「宣言」はポータルサイト上に公表されます。

③「宣言」企業は「ロゴマーク」を使うことができます。

●（公財）全国中小企業振興機関協会が運営するポータルサイト
　（https://www.biz-partnership.jp）に提出すると、「宣言」が掲載されます。

④一部の補助金について加点措置を講じます。
●対象となる補助金については、ポータルサイトをご覧ください。

「宣言」の内容について
未来を拓くパートナーシップ構築推進会議事務局
●内閣府政策統括官付
　参事官（産業・雇用担当）付03-6257-1540
●中小企業庁企画課03-3501-1765

「宣言」の提出・掲載について
●（公財）全国中小企業振興機関協会
　03-5541-6688
　提出先URL：https://www.biz-partnership.jp

※「振興基準」に違反し、主務大臣の指導・助言を受けた場合など、「宣言」を履行していないと認められる
　場合には、「宣言」のサイトへの掲載を取りやめることがあります。

〈ロゴマークに込められた思い〉
大企業と中小企業がうまく噛み合い、共存共栄していく

相談所コーナー中小企業中小企業

内　容 日　　時　 専門指導員 主な相談事例

法　　律  1月 9日㈫
 2月13日㈫

13:00～15:00
※1枠30分 弁護士 債権回収、債務整理、取引先とのトラブルについて

発　　明
12月18日㈪
 1月15日㈪
 2月19日㈪

13：00～16：00
※1枠1時間 弁理士 特許・商標登録手続き、著作権について

Ｉ　　Ｔ
12月19日㈫
 1月16日㈫
 2月20日㈫

13：30～17：00
※1枠1時間

Ｉ Ｔ
コーディネータ テレワーク導入、ＳＮＳ活用、ネットショップについて

労　　務
社会保険 随    　時（※）　相談時間１時間程度 社会保険労務士 就業規則の作成、労使トラブル

公的年金制度について

登記・相続 随    　時（※）　相談時間１時間程度 司法書士
行政書士 相続登記、不動産登記、法人設立について

2023.12
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お問合せ先

経営支援課まで TEL 25－3710・FAX 23－1144

出雲市中小企業景況調査報告 （令和５年７月～令和５年９月期）

１．調 査 期 間：令和５年10月２日～10月23日
２．調査対象企業：出雲市内事業所180社、回答数163社（回収率90.6％）
３．調査実施機関：出雲商工会議所・平田商工会議所・出雲商工会・斐川町商工会

概　　況 （前期調査＝令和５年４月～６月期）、（来期＝令和５年10月～12月期）

●業況ＤＩ
　前期比△5.0（前期調査0.0）で、5.0ポイント減少しました。前年同期比0.0（前期調査7.5）で、7.5ポイント減少し
ました。来期の見通しは△1.3（前期調査△2.5）で、1.2ポイント増加しました。依然としてエネルギーコストや物価の
高騰により、利益確保が難しいといった声がある一方、コロナ禍の収束に伴う夏のイベントの復活によって、売上が大幅

に回復した事業所もあるようです。

●設備投資
　今期実施した事業所の割合は43.5％（前期調査38.6％）
で、4.9ポイント増加しました。
　来期実施計画している事業所の割合は、39.8％（前期調査
45.7％）で、5.9ポイント減少しました。

●経営上の問題点
　第１位は「需要の停滞、受注減少」で30.9％（前期調査
29.1％）と、1.8ポイント増加しました。第２位は「従業員の確
保難」で23.0％（前期調査20.3％）と、2.7ポイント増加しま
した。前期調査に引続き「従業員の確保難」を問題点としてあ
げる事業所が増え、「需要の停滞、受注減少」と共に大きな問
題点となっています。

※DI（業況判断指数）とは、「増加」・「好転」したなどとする企業割合
から、「減少」・「悪化」などとする企業割合を差し引いた値です。
※詳細は当所ＨＰ上で公開していますので、ご覧ください。

小規模事業者景況調査報告
小規模事業者を対象とした景況調査を実施しましたので調査結果を報告します。

　今期の業況の水準は、全業種で「普通」の割合が最も高くなりましたが、飲食業では「良い」の割合が最も高い結果となりました。
前年同期比では、建設業では受注の減少をあげる声が多く「減少」の割合が高くなりましたが、卸・小売業、飲食業からはコロナ
禍からの客足の変化をあげる声があり、「増加」の割合が高くなりました。前期（４月～６月）比では、全業種で「増加」の割合が
最も高くなりましたが、製造業では「減少」の割合が高くなりました。
　来期（10月～12月）の見通しについては、卸・小売業以外の業種では「増加」の回答が多くなりました。年末に向けた季節的
需要の増加から、特に製造業・飲食業・サービス業では「増加」の割合が高くなりました。
　経営上の問題では、令和４年7月～９月期調査から引き続き「原材料高及び不足」が最も多く、次いで「売上・受注の減少」となっ
ています。原材料や仕入・エネルギー価格の高騰など、全ての業種で影響が出ており、「大きく収益に影響している」との声があがっ
ています。また、建設業では「住宅着工数が減少」してきているとの声もありました。「人手不足」の声も多く聞かれ、依然として
人員確保に苦慮している様子がうかがえます。

調査対象企業：出雲商工会議所管内小規模事業者　61社（回答率96.7％）
売上・業況についての景況感は以下のとおりです。 （％）

（令和５年7月～9月期）（概況）

中小企業中小企業

今期の水準（R5.7～9） 前年同期（R4.7～9）比 前期（R5.4～6）比 来期（R5.10～12）の見通し

良い 普通 悪い 増加 不変 減少 増加 不変 減少 増加 不変 減少

製 造 業 0.0 66.7 33.3 44.4 22.2 33.3 11.1 33.3 55.6 88.9 0.0 11.1

建 設 業 25.0 62.5 12.5 12.5 37.5 50.0 50.0 25.0 25.0 50.0 37.5 12.5

卸・小売業 16.7 44.4 38.9 50.0 22.2 27.8 44.4 27.8 27.8 33.3 38.9 27.8

サービス業 0.0 100.0 0.0 25.0 41.7 33.3 50.0 41.7 8.3 41.7 33.3 25.0

飲 食 業 41.7 33.3 25.0 75.0 16.7 8.3 41.7 33.3 25.0 50.0 41.7 8.3

全 業 種 16.9 59.3 23.7 44.1 27.1 28.8 40.7 32.2 27.1 49.2 32.2 18.6

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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性別の　「らしく」はいらない　ありのまま
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕
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15 出雲商工会議所報

業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス
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売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
11 月期調査では、建設業の売上高が前年同月比で「やや好転」、卸売業の売上高が前年同月比で「やや悪化」、３か月予測で「か
なり悪化」、同じく卸売業の採算・業況ともに、前月比と前年同月比で「やや悪化」、３か月予測で「かなり悪化」となりました。
インボイス制度の影響については、現在はないといったコメントがあったものの、それ以上に事務負担が増加しているといったコメン
トが目立ちました。飲食業では、インボイス未登録であったため、お客から利用を避けられるケースもあったようです。物価高騰の影
響についても、全業種の企業において影響があるといったコメントが確認でき、前月に続き物価の高騰が経営を圧迫しています。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

「今後の公共工事受発注について、発注数の減少が見込まれており、受発注のバランスが崩れる懸念があるため、今後
の動向を注視するとともに、様々な方面から公共工事の供給量増加のための働きかけを行う必要がある。インボイス
制度が導入され、請求書様式等の変更、取引業者への登録確認や会計ソフトのシステム変更に伴う学習など社内での
ルール作り等、事務作業が増加することに加えて、免税事業者分の税負担もあり、民間事業者への負担が増加しかし
ていない。」（一般土木建築工事業）、「原材料価格がやや上昇している。」（塗装工事業）、「不調でも好調でもない。イ
ンボイス対応していない小売の方に都度確認をして処理をしているため、手間がかかっている。」（鉄骨工事業）、「需
要がやや増加している。」（一般電気工事業）

製 造

「野菜原料の上昇で売上は良かったが採算は厳しい。物価高騰や最低賃金引上げがあり、給料が上昇し、下がる物がな
いので厳しい。国の政策についていきにくい。」（食品製造業）、「インボイスの影響は今のところ特にない。」（繊維工業）、
「調達品の価格上昇は鈍化傾向にある。納期も少しずつ改善されてきているものの、年末に向けての情勢・動向が気が
かりである。インボイスについては一定の理解をするも事務量は必然的に増加している。来年１月から改定される電
帳法については理解度、最低限すべきことなど対策が不十分で危惧している。いずれにせよ事務量は更に増加するも
のと予想している。」（機械製造業）、「カレンダーや年賀状の印刷は縮小基調にある。インボイスがはじまり、事務面
きわめて多忙となった。クレジット、口座振替分の手続きがめんどうになった。」（印刷業）、「海外輸入資材は円安に
よる影響がある。」（部品製造業）、「毎月取引する企業とはインボイスの影響は感じられないが、出張等に行った時の
ホテル、食事に行った時のインボイス確認に手間がかかる。」（部品製造業）

卸 売
「旅館、ホテル納入品については好調であった。インボイスの影響はまだ大きく出ていないが、物価高によって仕入単価、
仕入額が高く推移している。」（飲食料品卸売業）、「インボイスの影響はあまりないが、物価高のため商品が揃わない
ことが多くなった。」（水産物卸売業）

小 売

「総じて不調ではあったものの、食品のうち加工食品のみ前年水準を確保した。また、不調カテゴリーとして特にビジ
ネス、フォーマルを中心とした衣料品は動きが重かった。現在のところインボイスの直接的な影響は見受けられない。
影響があったとしても判断しづらい。物価高による影響は生鮮食品を中心に５～ 10％程度の売価上昇の影響がある。」
（各種商品小売業）、「気温が高く、冬物衣料等不振であった。食品の値上げが続くため、客数、買上点数が伸びない。」
（各種商品小売業）、「コロナで中止になっていたイベントが活発化し、イベント商品が動く。酒、タバコが不調である。
生鮮は好調である。冷凍商品がイベント需要で更に拡大している。最低賃金引上げ分の価格転嫁が出来ていない。イ
ンボイスについては、一部の取引先が未対応のため調整が必要だった。」（飲食料品小売業）

サービス
「原価がアップし、気温が高く、冬料理の出が悪い。シンプルに不景気ではないか。物価高騰の影響が大きい。」（飲食業）、
「インボイスに登録してないと利用しないと何人かの人に言われた。登録しようか迷っている。」（飲食業）、「全体的に
荷動きが悪い。冬用タイヤの購入時期になり、11 月は負担増となる。」（一般貨物自動車運送業）、「大型クレーンの需
要が減少している。」（一般貨物自動車運送業）、「神在月で観光客がコロナ前より多い。」（宿泊業）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和５年７～９月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

11月期

11 月 期
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お問合せ先

経営支援課まで TEL 25－3710・FAX 23－1144

出雲市中小企業景況調査報告 （令和５年７月～令和５年９月期）

１．調 査 期 間：令和５年10月２日～10月23日
２．調査対象企業：出雲市内事業所180社、回答数163社（回収率90.6％）
３．調査実施機関：出雲商工会議所・平田商工会議所・出雲商工会・斐川町商工会

概　　況 （前期調査＝令和５年４月～６月期）、（来期＝令和５年10月～12月期）

●業況ＤＩ
　前期比△5.0（前期調査0.0）で、5.0ポイント減少しました。前年同期比0.0（前期調査7.5）で、7.5ポイント減少し
ました。来期の見通しは△1.3（前期調査△2.5）で、1.2ポイント増加しました。依然としてエネルギーコストや物価の
高騰により、利益確保が難しいといった声がある一方、コロナ禍の収束に伴う夏のイベントの復活によって、売上が大幅

に回復した事業所もあるようです。

●設備投資
　今期実施した事業所の割合は43.5％（前期調査38.6％）
で、4.9ポイント増加しました。
　来期実施計画している事業所の割合は、39.8％（前期調査
45.7％）で、5.9ポイント減少しました。

●経営上の問題点
　第１位は「需要の停滞、受注減少」で30.9％（前期調査
29.1％）と、1.8ポイント増加しました。第２位は「従業員の確
保難」で23.0％（前期調査20.3％）と、2.7ポイント増加しま
した。前期調査に引続き「従業員の確保難」を問題点としてあ
げる事業所が増え、「需要の停滞、受注減少」と共に大きな問
題点となっています。

※DI（業況判断指数）とは、「増加」・「好転」したなどとする企業割合
から、「減少」・「悪化」などとする企業割合を差し引いた値です。
※詳細は当所ＨＰ上で公開していますので、ご覧ください。

小規模事業者景況調査報告
小規模事業者を対象とした景況調査を実施しましたので調査結果を報告します。

　今期の業況の水準は、全業種で「普通」の割合が最も高くなりましたが、飲食業では「良い」の割合が最も高い結果となりました。
前年同期比では、建設業では受注の減少をあげる声が多く「減少」の割合が高くなりましたが、卸・小売業、飲食業からはコロナ
禍からの客足の変化をあげる声があり、「増加」の割合が高くなりました。前期（４月～６月）比では、全業種で「増加」の割合が
最も高くなりましたが、製造業では「減少」の割合が高くなりました。
　来期（10月～12月）の見通しについては、卸・小売業以外の業種では「増加」の回答が多くなりました。年末に向けた季節的
需要の増加から、特に製造業・飲食業・サービス業では「増加」の割合が高くなりました。
　経営上の問題では、令和４年7月～９月期調査から引き続き「原材料高及び不足」が最も多く、次いで「売上・受注の減少」となっ
ています。原材料や仕入・エネルギー価格の高騰など、全ての業種で影響が出ており、「大きく収益に影響している」との声があがっ
ています。また、建設業では「住宅着工数が減少」してきているとの声もありました。「人手不足」の声も多く聞かれ、依然として
人員確保に苦慮している様子がうかがえます。

調査対象企業：出雲商工会議所管内小規模事業者　61社（回答率96.7％）
売上・業況についての景況感は以下のとおりです。 （％）

（令和５年7月～9月期）（概況）

中小企業中小企業

今期の水準（R5.7～9） 前年同期（R4.7～9）比 前期（R5.4～6）比 来期（R5.10～12）の見通し

良い 普通 悪い 増加 不変 減少 増加 不変 減少 増加 不変 減少

製 造 業 0.0 66.7 33.3 44.4 22.2 33.3 11.1 33.3 55.6 88.9 0.0 11.1

建 設 業 25.0 62.5 12.5 12.5 37.5 50.0 50.0 25.0 25.0 50.0 37.5 12.5

卸・小売業 16.7 44.4 38.9 50.0 22.2 27.8 44.4 27.8 27.8 33.3 38.9 27.8

サービス業 0.0 100.0 0.0 25.0 41.7 33.3 50.0 41.7 8.3 41.7 33.3 25.0

飲 食 業 41.7 33.3 25.0 75.0 16.7 8.3 41.7 33.3 25.0 50.0 41.7 8.3

全 業 種 16.9 59.3 23.7 44.1 27.1 28.8 40.7 32.2 27.1 49.2 32.2 18.6

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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性別の　「らしく」はいらない　ありのまま
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

2023.12
15 出雲商工会議所報

業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目
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3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
11 月期調査では、建設業の売上高が前年同月比で「やや好転」、卸売業の売上高が前年同月比で「やや悪化」、３か月予測で「か
なり悪化」、同じく卸売業の採算・業況ともに、前月比と前年同月比で「やや悪化」、３か月予測で「かなり悪化」となりました。
インボイス制度の影響については、現在はないといったコメントがあったものの、それ以上に事務負担が増加しているといったコメン
トが目立ちました。飲食業では、インボイス未登録であったため、お客から利用を避けられるケースもあったようです。物価高騰の影
響についても、全業種の企業において影響があるといったコメントが確認でき、前月に続き物価の高騰が経営を圧迫しています。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

「今後の公共工事受発注について、発注数の減少が見込まれており、受発注のバランスが崩れる懸念があるため、今後
の動向を注視するとともに、様々な方面から公共工事の供給量増加のための働きかけを行う必要がある。インボイス
制度が導入され、請求書様式等の変更、取引業者への登録確認や会計ソフトのシステム変更に伴う学習など社内での
ルール作り等、事務作業が増加することに加えて、免税事業者分の税負担もあり、民間事業者への負担が増加しかし
ていない。」（一般土木建築工事業）、「原材料価格がやや上昇している。」（塗装工事業）、「不調でも好調でもない。イ
ンボイス対応していない小売の方に都度確認をして処理をしているため、手間がかかっている。」（鉄骨工事業）、「需
要がやや増加している。」（一般電気工事業）

製 造

「野菜原料の上昇で売上は良かったが採算は厳しい。物価高騰や最低賃金引上げがあり、給料が上昇し、下がる物がな
いので厳しい。国の政策についていきにくい。」（食品製造業）、「インボイスの影響は今のところ特にない。」（繊維工業）、
「調達品の価格上昇は鈍化傾向にある。納期も少しずつ改善されてきているものの、年末に向けての情勢・動向が気が
かりである。インボイスについては一定の理解をするも事務量は必然的に増加している。来年１月から改定される電
帳法については理解度、最低限すべきことなど対策が不十分で危惧している。いずれにせよ事務量は更に増加するも
のと予想している。」（機械製造業）、「カレンダーや年賀状の印刷は縮小基調にある。インボイスがはじまり、事務面
きわめて多忙となった。クレジット、口座振替分の手続きがめんどうになった。」（印刷業）、「海外輸入資材は円安に
よる影響がある。」（部品製造業）、「毎月取引する企業とはインボイスの影響は感じられないが、出張等に行った時の
ホテル、食事に行った時のインボイス確認に手間がかかる。」（部品製造業）

卸 売
「旅館、ホテル納入品については好調であった。インボイスの影響はまだ大きく出ていないが、物価高によって仕入単価、
仕入額が高く推移している。」（飲食料品卸売業）、「インボイスの影響はあまりないが、物価高のため商品が揃わない
ことが多くなった。」（水産物卸売業）

小 売

「総じて不調ではあったものの、食品のうち加工食品のみ前年水準を確保した。また、不調カテゴリーとして特にビジ
ネス、フォーマルを中心とした衣料品は動きが重かった。現在のところインボイスの直接的な影響は見受けられない。
影響があったとしても判断しづらい。物価高による影響は生鮮食品を中心に５～ 10％程度の売価上昇の影響がある。」
（各種商品小売業）、「気温が高く、冬物衣料等不振であった。食品の値上げが続くため、客数、買上点数が伸びない。」
（各種商品小売業）、「コロナで中止になっていたイベントが活発化し、イベント商品が動く。酒、タバコが不調である。
生鮮は好調である。冷凍商品がイベント需要で更に拡大している。最低賃金引上げ分の価格転嫁が出来ていない。イ
ンボイスについては、一部の取引先が未対応のため調整が必要だった。」（飲食料品小売業）

サービス
「原価がアップし、気温が高く、冬料理の出が悪い。シンプルに不景気ではないか。物価高騰の影響が大きい。」（飲食業）、
「インボイスに登録してないと利用しないと何人かの人に言われた。登録しようか迷っている。」（飲食業）、「全体的に
荷動きが悪い。冬用タイヤの購入時期になり、11 月は負担増となる。」（一般貨物自動車運送業）、「大型クレーンの需
要が減少している。」（一般貨物自動車運送業）、「神在月で観光客がコロナ前より多い。」（宿泊業）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和５年７～９月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

11月期

11 月 期



悪口を　言う人みんなに   “だまらっしゃい”
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

地域の方々に豊かな余暇を提
案するために、社員自身も余
暇を楽しめる心身で！地域、
お客様、社員のために健康経
営に積極的に取り組まれてい
ます。
丸三様、取材にご協力いただ
きありがとうございました。

毎月発行している健康通信

健康診断アプリ

スポーツジム ASSiST24

健菜厨房（グループ企業）が提供する
「まごわやさしい弁当」

　健
康
経
営
優
良
法
人
制
度
と
は
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た
取
組
や
日
本
健
康
会
議
が

進
め
る
健
康
増
進
の
取
組
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
大
企
業
や

中
小
企
業
等
の
法
人
を
顕
彰
す
る
制
度
で
す
。

　健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な
法
人
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
や
求
職
者
、

関
係
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
「
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
」
と
し
て
社
会
的
に
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
制
度
は
、
日
本
健
康
会
議※

の
「
健
康
な
ま
ち
・
職
場
づ
く
り
宣
言
２
０
２
０
」

の
宣
言
４
「
健
保
組
合
等
保
険
者
と
連
携
し
て
健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業
を
５
０
０
社
以

上
と
す
る
。」
及
び
宣
言
５
「
協
会
け
ん
ぽ
等
保
険
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
健
康
宣
言
等
に

取
り
組
む
企
業
を
３
万
社
以
上
と
す
る
。」
を
達
成
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
取
組
は
、
令
和
元
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
成
長
戦
略
実
行
計
画
に
基
づ
い
た

取
組
の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※

健
康
経
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す
。 

・イズテック㈱
・出雲一畑交通㈱
・出雲運送㈱
・出雲ガス㈱
・㈱出雲東郷電機
・今岡工業㈱
・イマックス㈱

・㈱ウシオ
・㈱カイハツ
・㈱ケイショウ
・山陰建設工業㈱
・山陰設備工業㈱
・山陰パナソニック㈱
・山陰防災電機㈱

・山陰ヤクルト販売㈱
・三和興業㈱
・㈱シーエスエー
・島根中央ホンダ販売㈱
・㈲信愛フードサービス
・㈱シンコー工業
・㈱ジンザイスチール

・㈱石販
・㈱中筋組
・日晃電設㈱
・㈱バイタルリード
・㈱フクダ

・㈱古川コンサルタント
・プログレス㈱
・㈱丸三
・㈱恵工業
・㈲渡邊水産

〇健康経営に対して出雲商工会議所も推進支援を
しております。
〇商工会議所共済・福祉制度引受会社の「アクサ
生命保険㈱」が「健康経営アドバイザー」の資
格を有しており共同サポートいたします。健康
経営優良法人認定の申請までサポートいたしま
すので詳しくは下記までお問い合わせください。

認定取得の効果について

株式会社 丸三

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
と
は

vol.

05

〈50音順〉 ※上記事業所は掲載に合意いた
　だいた事業所のみとなります。

出雲商工会議所　会員事業所

健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）認定法人一覧

？

◎社員の健康意識向上
◎企業イメージの向上
◎社員の健診結果の改善
◎リクルート効果

お問合せ先

◆出雲商工会議所
健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）認定

出雲市大津町1131-1 出雲商工会館2Ｆ　TEL：0853-23-2411

◆アクサ生命保険㈱ 出雲営業所
健康経営優良法人2023（大規模法人部門（ホワイト500））認定

出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4Ｆ　TEL：0853-23-6276

株
式
会
社 

丸
三
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業
・
飲
食
業
・
宿
泊
業 

他
／
昭
和
57
年
設
立
／
従
業
員
3
2
1
名
（
男
性
1
9
5
名
・
女
性
1
2
6
名
）

●
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方…

総
務
部
部
長  

春
日  

正
巳
さ
ま
、
係
長  

江
﨑  

初
美
さ
ま
、
経
営
企
画
室
部
長  

園
山  

益
生
さ
ま

　2
0
2
1
年
策
定
の
中
長
期
経
営
計
画

の
主
要
施
策
に
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
、
採

用
を
考
え
る
に
あ
た
り
従
業
員
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
従
業
員
の
健
康
が
第
一
で
あ
る
と
考

え
、
健
康
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
勤
務
シ
フ
ト
の
都
合
で
自

身
で
は
健
康
行
動
が
と
り
に
く
い
社
員
も

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
会
社
が
積
極
的
に

社
員
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
健

康
行
動
を
習
慣
化
さ
せ
、
病
気
の
予
防
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
通
信
を
毎
月
作
成
し
、
健
康
診
断

で
の
検
査
内
容
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
掲
載
し
、
健
診
結
果
の
疑
問
に
答
え
る

よ
う
な
構
成
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

次
健
診
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
等

の
奨
励
の
一
環
と
し
て
、
内
製
の
ア
プ
リ

を
導
入
し
、
手
続
き
の
代
行
や
、
状
況
の

確
認
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　社
員
へ
の
積
極
的
な
運
動
奨
励
も
行
っ

て
お
り
、
当
社
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
の
会
費
補
助
を
行
い
運
動
場
所
の
提
供

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　余
暇
を
創
造
す
る
企
業
と
し
て
、
従
業

員
に
も
余
暇
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
定
し
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
受
診
率

が
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
後
の

二
次
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
自
己
の
症

状
を
把
握
し
て
健
康
行
動
を
取
ろ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　社
員
の
健
康
志
向
が
明
ら
か
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用
も

で
す
が
、
食
に
関
し
て
も
健
康
に
特
化
し

た
お
弁
当
を
お
昼
に
摂
る
な
ど
、
自
身
と

向
き
合
っ
て
健
康
行
動
に
改
良
を
重
ね
て

い
る
社
員
が
増
え
ま
し
た
。
人
事
面
に
お

い
て
も
、
採
用
の
場
で
健
康
経
営
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
よ
り
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
が
増
え
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　1
9
8
2
年
12
月
に
創
業
し
、
今
年
で

●取材者／出雲商工会議所　勝部
　　　　　アクサ生命保険㈱出雲営業所　神門

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
業
以
来
「
豊

か
な
余
暇
の
提
案
に
よ
り
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
」
と
し
た
企
業
理
念
の
も
と
、
多

く
の
仲
間
た
ち
と
共
に
理
念
経
営
の
実
現

に
向
け
て
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

　余
暇
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
で
提
案
す

る
社
員
が
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
な
い
と

「
楽
し
い
」
を
提
案
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
社
員
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に

健
康
で
健
全
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
経
営
に
関
し
て
は
、
社
内
だ
け
で
な

く
地
域
に
お
い
て
も
娯
楽
、
食
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
・
温
泉
等
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
健
康
で
活
力
が
あ
る
地
域
と
な
る

よ
う
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
我
々

が
提
供
す
る
余
暇
は
無
限
大
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
社
員
と
と
も
に
余
暇
（
レ

ジ
ャ
ー
：
L
）
を
通
じ
て
お
客
様
の
生
活

（
L
）
そ
し
て
人
生
（
L
）
を
豊
か
な
も

の
に
で
き
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
歩

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
経
営
に
取
り
組
も
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

健
康
経
営
に
関
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

従
業
員
の
皆
様
の
健
康
習
慣
に

関
す
る
意
識
・
行
動
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
か
？

丸
三
が
目
指
す
会
社
の
未
来
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
経
営
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
会
社
全
体
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
？

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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悪口を　言う人みんなに   “だまらっしゃい”
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

地域の方々に豊かな余暇を提
案するために、社員自身も余
暇を楽しめる心身で！地域、
お客様、社員のために健康経
営に積極的に取り組まれてい
ます。
丸三様、取材にご協力いただ
きありがとうございました。

毎月発行している健康通信

健康診断アプリ

スポーツジム ASSiST24

健菜厨房（グループ企業）が提供する
「まごわやさしい弁当」

　健
康
経
営
優
良
法
人
制
度
と
は
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た
取
組
や
日
本
健
康
会
議
が

進
め
る
健
康
増
進
の
取
組
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
大
企
業
や

中
小
企
業
等
の
法
人
を
顕
彰
す
る
制
度
で
す
。

　健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な
法
人
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
や
求
職
者
、

関
係
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
「
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
」
と
し
て
社
会
的
に
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
制
度
は
、
日
本
健
康
会
議※

の
「
健
康
な
ま
ち
・
職
場
づ
く
り
宣
言
２
０
２
０
」

の
宣
言
４
「
健
保
組
合
等
保
険
者
と
連
携
し
て
健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業
を
５
０
０
社
以

上
と
す
る
。」
及
び
宣
言
５
「
協
会
け
ん
ぽ
等
保
険
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
健
康
宣
言
等
に

取
り
組
む
企
業
を
３
万
社
以
上
と
す
る
。」
を
達
成
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
取
組
は
、
令
和
元
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
成
長
戦
略
実
行
計
画
に
基
づ
い
た

取
組
の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※

健
康
経
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す
。 

・イズテック㈱
・出雲一畑交通㈱
・出雲運送㈱
・出雲ガス㈱
・㈱出雲東郷電機
・今岡工業㈱
・イマックス㈱

・㈱ウシオ
・㈱カイハツ
・㈱ケイショウ
・山陰建設工業㈱
・山陰設備工業㈱
・山陰パナソニック㈱
・山陰防災電機㈱

・山陰ヤクルト販売㈱
・三和興業㈱
・㈱シーエスエー
・島根中央ホンダ販売㈱
・㈲信愛フードサービス
・㈱シンコー工業
・㈱ジンザイスチール

・㈱石販
・㈱中筋組
・日晃電設㈱
・㈱バイタルリード
・㈱フクダ

・㈱古川コンサルタント
・プログレス㈱
・㈱丸三
・㈱恵工業
・㈲渡邊水産

〇健康経営に対して出雲商工会議所も推進支援を
しております。
〇商工会議所共済・福祉制度引受会社の「アクサ
生命保険㈱」が「健康経営アドバイザー」の資
格を有しており共同サポートいたします。健康
経営優良法人認定の申請までサポートいたしま
すので詳しくは下記までお問い合わせください。

認定取得の効果について

株式会社 丸三

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
と
は

vol.

05

〈50音順〉 ※上記事業所は掲載に合意いた
　だいた事業所のみとなります。

出雲商工会議所　会員事業所

健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）認定法人一覧

？

◎社員の健康意識向上
◎企業イメージの向上
◎社員の健診結果の改善
◎リクルート効果

お問合せ先

◆出雲商工会議所
健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）認定

出雲市大津町1131-1 出雲商工会館2Ｆ　TEL：0853-23-2411

◆アクサ生命保険㈱ 出雲営業所
健康経営優良法人2023（大規模法人部門（ホワイト500））認定

出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4Ｆ　TEL：0853-23-6276

株
式
会
社 

丸
三
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業
・
飲
食
業
・
宿
泊
業 

他
／
昭
和
57
年
設
立
／
従
業
員
3
2
1
名
（
男
性
1
9
5
名
・
女
性
1
2
6
名
）

●
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方…

総
務
部
部
長  

春
日  

正
巳
さ
ま
、
係
長  

江
﨑  

初
美
さ
ま
、
経
営
企
画
室
部
長  

園
山  

益
生
さ
ま

　2
0
2
1
年
策
定
の
中
長
期
経
営
計
画

の
主
要
施
策
に
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
、
採

用
を
考
え
る
に
あ
た
り
従
業
員
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
従
業
員
の
健
康
が
第
一
で
あ
る
と
考

え
、
健
康
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
勤
務
シ
フ
ト
の
都
合
で
自

身
で
は
健
康
行
動
が
と
り
に
く
い
社
員
も

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
会
社
が
積
極
的
に

社
員
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
健

康
行
動
を
習
慣
化
さ
せ
、
病
気
の
予
防
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
通
信
を
毎
月
作
成
し
、
健
康
診
断

で
の
検
査
内
容
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
掲
載
し
、
健
診
結
果
の
疑
問
に
答
え
る

よ
う
な
構
成
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

次
健
診
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
等

の
奨
励
の
一
環
と
し
て
、
内
製
の
ア
プ
リ

を
導
入
し
、
手
続
き
の
代
行
や
、
状
況
の

確
認
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　社
員
へ
の
積
極
的
な
運
動
奨
励
も
行
っ

て
お
り
、
当
社
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
の
会
費
補
助
を
行
い
運
動
場
所
の
提
供

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　余
暇
を
創
造
す
る
企
業
と
し
て
、
従
業

員
に
も
余
暇
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
定
し
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
受
診
率

が
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
後
の

二
次
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
自
己
の
症

状
を
把
握
し
て
健
康
行
動
を
取
ろ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　社
員
の
健
康
志
向
が
明
ら
か
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用
も

で
す
が
、
食
に
関
し
て
も
健
康
に
特
化
し

た
お
弁
当
を
お
昼
に
摂
る
な
ど
、
自
身
と

向
き
合
っ
て
健
康
行
動
に
改
良
を
重
ね
て

い
る
社
員
が
増
え
ま
し
た
。
人
事
面
に
お

い
て
も
、
採
用
の
場
で
健
康
経
営
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
よ
り
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
が
増
え
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　1
9
8
2
年
12
月
に
創
業
し
、
今
年
で

●取材者／出雲商工会議所　勝部
　　　　　アクサ生命保険㈱出雲営業所　神門

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
業
以
来
「
豊

か
な
余
暇
の
提
案
に
よ
り
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
」
と
し
た
企
業
理
念
の
も
と
、
多

く
の
仲
間
た
ち
と
共
に
理
念
経
営
の
実
現

に
向
け
て
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

　余
暇
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
で
提
案
す

る
社
員
が
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
な
い
と

「
楽
し
い
」
を
提
案
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
社
員
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に

健
康
で
健
全
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
経
営
に
関
し
て
は
、
社
内
だ
け
で
な

く
地
域
に
お
い
て
も
娯
楽
、
食
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
・
温
泉
等
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
健
康
で
活
力
が
あ
る
地
域
と
な
る

よ
う
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
我
々

が
提
供
す
る
余
暇
は
無
限
大
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
社
員
と
と
も
に
余
暇
（
レ

ジ
ャ
ー
：
L
）
を
通
じ
て
お
客
様
の
生
活

（
L
）
そ
し
て
人
生
（
L
）
を
豊
か
な
も

の
に
で
き
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
歩

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
経
営
に
取
り
組
も
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

健
康
経
営
に
関
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

従
業
員
の
皆
様
の
健
康
習
慣
に

関
す
る
意
識
・
行
動
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
か
？

丸
三
が
目
指
す
会
社
の
未
来
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
経
営
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
会
社
全
体
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
？
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悪口を　言う人みんなに   “だまらっしゃい”
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

地域の方々に豊かな余暇を提
案するために、社員自身も余
暇を楽しめる心身で！地域、
お客様、社員のために健康経
営に積極的に取り組まれてい
ます。
丸三様、取材にご協力いただ
きありがとうございました。

毎月発行している健康通信

健康診断アプリ

スポーツジム ASSiST24

健菜厨房（グループ企業）が提供する
「まごわやさしい弁当」

　健
康
経
営
優
良
法
人
制
度
と
は
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た
取
組
や
日
本
健
康
会
議
が

進
め
る
健
康
増
進
の
取
組
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
大
企
業
や

中
小
企
業
等
の
法
人
を
顕
彰
す
る
制
度
で
す
。

　健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な
法
人
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
や
求
職
者
、

関
係
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
「
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
」
と
し
て
社
会
的
に
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
制
度
は
、
日
本
健
康
会
議※

の
「
健
康
な
ま
ち
・
職
場
づ
く
り
宣
言
２
０
２
０
」

の
宣
言
４
「
健
保
組
合
等
保
険
者
と
連
携
し
て
健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業
を
５
０
０
社
以

上
と
す
る
。」
及
び
宣
言
５
「
協
会
け
ん
ぽ
等
保
険
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
健
康
宣
言
等
に

取
り
組
む
企
業
を
３
万
社
以
上
と
す
る
。」
を
達
成
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
取
組
は
、
令
和
元
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
成
長
戦
略
実
行
計
画
に
基
づ
い
た

取
組
の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※

健
康
経
営
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す
。 
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◎社員の健診結果の改善
◎リクルート効果

お問合せ先

◆出雲商工会議所
健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）認定

出雲市大津町1131-1 出雲商工会館2Ｆ　TEL：0853-23-2411

◆アクサ生命保険㈱ 出雲営業所
健康経営優良法人2023（大規模法人部門（ホワイト500））認定

出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4Ｆ　TEL：0853-23-6276

株
式
会
社 

丸
三
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業
・
飲
食
業
・
宿
泊
業 

他
／
昭
和
57
年
設
立
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●
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方…

総
務
部
部
長  

春
日  

正
巳
さ
ま
、
係
長  

江
﨑  

初
美
さ
ま
、
経
営
企
画
室
部
長  

園
山  

益
生
さ
ま

　2
0
2
1
年
策
定
の
中
長
期
経
営
計
画

の
主
要
施
策
に
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
、
採

用
を
考
え
る
に
あ
た
り
従
業
員
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
従
業
員
の
健
康
が
第
一
で
あ
る
と
考

え
、
健
康
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
勤
務
シ
フ
ト
の
都
合
で
自

身
で
は
健
康
行
動
が
と
り
に
く
い
社
員
も

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
会
社
が
積
極
的
に

社
員
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
健

康
行
動
を
習
慣
化
さ
せ
、
病
気
の
予
防
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
通
信
を
毎
月
作
成
し
、
健
康
診
断

で
の
検
査
内
容
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
掲
載
し
、
健
診
結
果
の
疑
問
に
答
え
る

よ
う
な
構
成
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

次
健
診
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
等

の
奨
励
の
一
環
と
し
て
、
内
製
の
ア
プ
リ

を
導
入
し
、
手
続
き
の
代
行
や
、
状
況
の

確
認
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　社
員
へ
の
積
極
的
な
運
動
奨
励
も
行
っ

て
お
り
、
当
社
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
の
会
費
補
助
を
行
い
運
動
場
所
の
提
供

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　余
暇
を
創
造
す
る
企
業
と
し
て
、
従
業

員
に
も
余
暇
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
定
し
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
受
診
率

が
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
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、
健
診
後
の

二
次
健
診
を
受
診
す
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で
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己
の
症

状
を
把
握
し
て
健
康
行
動
を
取
ろ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　社
員
の
健
康
志
向
が
明
ら
か
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用
も

で
す
が
、
食
に
関
し
て
も
健
康
に
特
化
し

た
お
弁
当
を
お
昼
に
摂
る
な
ど
、
自
身
と

向
き
合
っ
て
健
康
行
動
に
改
良
を
重
ね
て

い
る
社
員
が
増
え
ま
し
た
。
人
事
面
に
お

い
て
も
、
採
用
の
場
で
健
康
経
営
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
よ
り
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
が
増
え
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　1
9
8
2
年
12
月
に
創
業
し
、
今
年
で

●取材者／出雲商工会議所　勝部
　　　　　アクサ生命保険㈱出雲営業所　神門

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
業
以
来
「
豊

か
な
余
暇
の
提
案
に
よ
り
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
」
と
し
た
企
業
理
念
の
も
と
、
多

く
の
仲
間
た
ち
と
共
に
理
念
経
営
の
実
現

に
向
け
て
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

　余
暇
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
で
提
案
す

る
社
員
が
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
な
い
と

「
楽
し
い
」
を
提
案
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
社
員
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に

健
康
で
健
全
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
経
営
に
関
し
て
は
、
社
内
だ
け
で
な

く
地
域
に
お
い
て
も
娯
楽
、
食
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
・
温
泉
等
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
健
康
で
活
力
が
あ
る
地
域
と
な
る

よ
う
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
我
々

が
提
供
す
る
余
暇
は
無
限
大
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
社
員
と
と
も
に
余
暇
（
レ

ジ
ャ
ー
：
L
）
を
通
じ
て
お
客
様
の
生
活

（
L
）
そ
し
て
人
生
（
L
）
を
豊
か
な
も

の
に
で
き
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
歩

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
経
営
に
取
り
組
も
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

健
康
経
営
に
関
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

従
業
員
の
皆
様
の
健
康
習
慣
に

関
す
る
意
識
・
行
動
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
か
？

丸
三
が
目
指
す
会
社
の
未
来
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
経
営
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
会
社
全
体
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
？
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本
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・
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場
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等
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者
と
連
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し
て
健
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経
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に
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組
む
企
業
を
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０
社
以

上
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及
び
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協
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け
ん
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等
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険
者
の
サ
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を
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て
健
康
宣
言
等
に
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組
む
企
業
を
３
万
社
以
上
と
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る
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を
達
成
す
る
た
め
の
一
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と
な
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
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お
、
こ
の
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和
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に
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定
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た
成
長
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実
行
計
画
に
基
づ
い
た

取
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実
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す
る
も
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で
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を
導
入
し
、
手
続
き
の
代
行
や
、
状
況
の

確
認
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　社
員
へ
の
積
極
的
な
運
動
奨
励
も
行
っ

て
お
り
、
当
社
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
の
会
費
補
助
を
行
い
運
動
場
所
の
提
供

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　余
暇
を
創
造
す
る
企
業
と
し
て
、
従
業

員
に
も
余
暇
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
定
し
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
受
診
率

が
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
後
の

二
次
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
自
己
の
症

状
を
把
握
し
て
健
康
行
動
を
取
ろ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　社
員
の
健
康
志
向
が
明
ら
か
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用
も

で
す
が
、
食
に
関
し
て
も
健
康
に
特
化
し

た
お
弁
当
を
お
昼
に
摂
る
な
ど
、
自
身
と

向
き
合
っ
て
健
康
行
動
に
改
良
を
重
ね
て

い
る
社
員
が
増
え
ま
し
た
。
人
事
面
に
お

い
て
も
、
採
用
の
場
で
健
康
経
営
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
よ
り
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
が
増
え
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　1
9
8
2
年
12
月
に
創
業
し
、
今
年
で

●取材者／出雲商工会議所　勝部
　　　　　アクサ生命保険㈱出雲営業所　神門

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
業
以
来
「
豊

か
な
余
暇
の
提
案
に
よ
り
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
」
と
し
た
企
業
理
念
の
も
と
、
多

く
の
仲
間
た
ち
と
共
に
理
念
経
営
の
実
現

に
向
け
て
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

　余
暇
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
で
提
案
す

る
社
員
が
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
な
い
と

「
楽
し
い
」
を
提
案
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
社
員
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に

健
康
で
健
全
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
経
営
に
関
し
て
は
、
社
内
だ
け
で
な

く
地
域
に
お
い
て
も
娯
楽
、
食
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
・
温
泉
等
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
健
康
で
活
力
が
あ
る
地
域
と
な
る

よ
う
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
我
々

が
提
供
す
る
余
暇
は
無
限
大
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
社
員
と
と
も
に
余
暇
（
レ

ジ
ャ
ー
：
L
）
を
通
じ
て
お
客
様
の
生
活

（
L
）
そ
し
て
人
生
（
L
）
を
豊
か
な
も

の
に
で
き
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
歩

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
経
営
に
取
り
組
も
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

健
康
経
営
に
関
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

従
業
員
の
皆
様
の
健
康
習
慣
に

関
す
る
意
識
・
行
動
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
か
？

丸
三
が
目
指
す
会
社
の
未
来
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
経
営
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
会
社
全
体
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
？
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

《順不同・敬称略》

会員の異動

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

事業所名 代表者名 営業内容
所在地 TEL 部会
㈱ケーイーエム 江角　彰宣 不動産管理業

姫原 3-6-6 24-7828 情報サービス部会

変更箇所 事業所名 新 旧
代 表 者 サンベ電気㈱出雲営業所 河村　伸夫 梅原　雅人
代 表 者 ㈱人形のはなふさ出雲店 英　智哉 英　義人
所 在 地 ㈱和工 高松町 1360 大津町 1881
事 業 所 名

島根県農業（協）神西会館
島根県農業（協）神西会館 島根県農業（協）神西支店

代 表 者 白石　浩嗣 和田　美奈子
事 業 所 名

島根県農業（協）稗原会館
島根県農業（協）稗原会館 島根県農業（協）稗原支店

代 表 者 森山　陽司 伊藤　幸久
事 業 所 名

島根県農業（協）高浜会館
島根県農業（協）高浜会館 島根県農業（協）高浜支店

代 表 者 矢倉　正起 白築　明子
事 業 所 名

島根県農業（協）上津会館
島根県農業（協）上津会館 島根県農業（協）上津支店

代 表 者 坂根　徹 板倉　一弘
事 業 所 名

島根県農業（協）鳶巣会館
島根県農業（協）鳶巣会館 島根県農業（協）鳶巣支店

代 表 者 三島　吉雄 佐藤　尚
事 業 所 名

島根県農業（協）乙立会館
島根県農業（協）乙立会館 島根県農業（協）乙立支店

代 表 者 森山　陽司 大江　晴夫
代 表 者 島根県農業（協）長浜支店 遊木　雅子 上田　元則
代 表 者 島根県農業（協）朝山支店 森山　陽司 高野　真哲

代 表 者 ㈱ホテル一畑 
ツインリーブスホテル出雲 足立　和美 立花　吉規

電 話 番 号
㈱セントラルビル

22-0765 21-0765
FAX 番 号 25-7108
電 話 番 号

㈲シー・ケー
77-0717 25-3252

FAX 番 号 77-9642 31-5333
所 在 地

㈱ツーワン出雲
姫原 2-8-12 知井宮町 1780

代 表 者 勝部　洋光 勝部　信芳

事 業 所 名

フィリップモリスジャパン（同）
島根ユニット

フィリップモリスジャパン（同）
島根ユニット

フィリップモリスジャパン（同）
中四国ディストリクト

所 在 地 広島県庄原市上原町 2614-15 松江市西津田 4-5-89-6
リュールタウン 7 号

代 表 者 天野　朋裕 楪　直記
電 話 番 号 080-3465-0642 080-3458-5118

代 表 者 三井住友海上火災保険（株）
山陰支店 坪井　克樹 西山　喜和

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2023.12
18出雲商工会議所報

AROMA　心美堂 「心もクリアに」こゝ クリ屋
代 表 者：西尾　あや子
営業内容：アロマの精油を用いたオイルトリートメント
住　　所：
（東京本店　からクリ屋）〒114-0003　東京都北区豊島7-2-11
（出雲支店　こゝクリ屋）〒693-0071　出雲市稲岡町7-6
　　　　　　　　出雲のぞみ教会（単立）内
T E L：070-2160-7780
F　A　X：03-3912-9995
営業時間：随時（予約制）※出雲支店は偶数月の営業です。
定 休 日：不定休
E -ma i l：shinbidou2024@gmail.com
H　　  P：準備中（4月完成予定）

心と体の癒しとリラックスを
目的

としたリラクゼーションサロ
ン

一
言

来春より出雲(こゝ クリ屋)、東京北区(からク
リ屋)で隔月ごとにオープン予定！審美的で
神秘的。教会の礼拝堂で瞑想しながら、隣
室のサロンでアロマの香りにつつまれて心ゆ
くまでゆったりとお過ごしください。

一
言

「薬膳」とは、簡単に言えば「体が喜ぶ食
事」のことです。体が求めている食事を摂
ることで、体の健康を整えてくれます。
そんな料理を提供しています。

さかもと税理士事務所
代 表 者：坂本　圭二
営業内容：税理士業務
住　　所：〒693-0022　出雲市上塩冶町1760-5
T E L：070-9136-8277

一
言

法人税・消費税などの確定申告はもちろ
ん、生前贈与・相続、土地建物の譲渡、成
年後見制度なども、お気軽にご相談くだ
さい。

上塩冶町の“一の谷公園入口交
差点”

南西側にある税理士事務所です

株式会社 QualityCube　出雲支店
代 表 者：菅　祥護
営業内容：DX・品質コンサルティング、プロジェクトマネジ
　　　　　 メント支援、実務支援、教育支援（QualityRoom）
住　　所：〒693-0003　出雲市今市町南本町20-1 
　　　　　内田興産第二ビル 1階A号
T E L：0853-25-8799
営業時間：平日10：00～19：00
定 休 日：土日祝日
E -ma i l：info@qualitycube.jp
H　　  P：https://qualitycube.jp/

一
言

DXコンサルを主体とした品質改善支援を
行っており、モノづくりやサービスの問題
解決を行っています。

JapanQualityの再生支援
！

ご加入ありがとうございます!新入会員さん

薬膳料理で健康生活、始めませ
んか♪

（キッチンカーで販売中！）

ソイエ
代 表 者：西尾　浩子
営業内容：薬膳（冷やし）タンタン麺・
　　　　　薬膳キーマカレー・スイカジュース
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

《順不同・敬称略》

会員の異動

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!
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所在地 TEL 部会
㈱ケーイーエム 江角　彰宣 不動産管理業

姫原 3-6-6 24-7828 情報サービス部会
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代 表 者 サンベ電気㈱出雲営業所 河村　伸夫 梅原　雅人
代 表 者 ㈱人形のはなふさ出雲店 英　智哉 英　義人
所 在 地 ㈱和工 高松町 1360 大津町 1881
事 業 所 名

島根県農業（協）神西会館
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代 表 者 白石　浩嗣 和田　美奈子
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島根県農業（協）高浜会館 島根県農業（協）高浜支店
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島根県農業（協）上津会館
島根県農業（協）上津会館 島根県農業（協）上津支店

代 表 者 坂根　徹 板倉　一弘
事 業 所 名

島根県農業（協）鳶巣会館
島根県農業（協）鳶巣会館 島根県農業（協）鳶巣支店

代 表 者 三島　吉雄 佐藤　尚
事 業 所 名

島根県農業（協）乙立会館
島根県農業（協）乙立会館 島根県農業（協）乙立支店

代 表 者 森山　陽司 大江　晴夫
代 表 者 島根県農業（協）長浜支店 遊木　雅子 上田　元則
代 表 者 島根県農業（協）朝山支店 森山　陽司 高野　真哲

代 表 者 ㈱ホテル一畑 
ツインリーブスホテル出雲 足立　和美 立花　吉規

電 話 番 号
㈱セントラルビル

22-0765 21-0765
FAX 番 号 25-7108
電 話 番 号

㈲シー・ケー
77-0717 25-3252

FAX 番 号 77-9642 31-5333
所 在 地

㈱ツーワン出雲
姫原 2-8-12 知井宮町 1780

代 表 者 勝部　洋光 勝部　信芳

事 業 所 名

フィリップモリスジャパン（同）
島根ユニット

フィリップモリスジャパン（同）
島根ユニット

フィリップモリスジャパン（同）
中四国ディストリクト

所 在 地 広島県庄原市上原町 2614-15 松江市西津田 4-5-89-6
リュールタウン 7 号

代 表 者 天野　朋裕 楪　直記
電 話 番 号 080-3465-0642 080-3458-5118

代 表 者 三井住友海上火災保険（株）
山陰支店 坪井　克樹 西山　喜和
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AROMA　心美堂 「心もクリアに」こゝ クリ屋
代 表 者：西尾　あや子
営業内容：アロマの精油を用いたオイルトリートメント
住　　所：
（東京本店　からクリ屋）〒114-0003　東京都北区豊島7-2-11
（出雲支店　こゝクリ屋）〒693-0071　出雲市稲岡町7-6
　　　　　　　　出雲のぞみ教会（単立）内
T E L：070-2160-7780
F　A　X：03-3912-9995
営業時間：随時（予約制）※出雲支店は偶数月の営業です。
定 休 日：不定休
E -ma i l：shinbidou2024@gmail.com
H　　  P：準備中（4月完成予定）

心と体の癒しとリラックスを
目的

としたリラクゼーションサロ
ン

一
言

来春より出雲(こゝ クリ屋)、東京北区(からク
リ屋)で隔月ごとにオープン予定！審美的で
神秘的。教会の礼拝堂で瞑想しながら、隣
室のサロンでアロマの香りにつつまれて心ゆ
くまでゆったりとお過ごしください。

一
言

「薬膳」とは、簡単に言えば「体が喜ぶ食
事」のことです。体が求めている食事を摂
ることで、体の健康を整えてくれます。
そんな料理を提供しています。

さかもと税理士事務所
代 表 者：坂本　圭二
営業内容：税理士業務
住　　所：〒693-0022　出雲市上塩冶町1760-5
T E L：070-9136-8277

一
言

法人税・消費税などの確定申告はもちろ
ん、生前贈与・相続、土地建物の譲渡、成
年後見制度なども、お気軽にご相談くだ
さい。

上塩冶町の“一の谷公園入口交
差点”

南西側にある税理士事務所です

株式会社 QualityCube　出雲支店
代 表 者：菅　祥護
営業内容：DX・品質コンサルティング、プロジェクトマネジ
　　　　　 メント支援、実務支援、教育支援（QualityRoom）
住　　所：〒693-0003　出雲市今市町南本町20-1 
　　　　　内田興産第二ビル 1階A号
T E L：0853-25-8799
営業時間：平日10：00～19：00
定 休 日：土日祝日
E -ma i l：info@qualitycube.jp
H　　  P：https://qualitycube.jp/

一
言

DXコンサルを主体とした品質改善支援を
行っており、モノづくりやサービスの問題
解決を行っています。

JapanQualityの再生支援
！

ご加入ありがとうございます!新入会員さん

薬膳料理で健康生活、始めませ
んか♪

（キッチンカーで販売中！）

ソイエ
代 表 者：西尾　浩子
営業内容：薬膳（冷やし）タンタン麺・
　　　　　薬膳キーマカレー・スイカジュース
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自分規準　そのものさしが　傷つける
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

a.

自
社
に
必
要
な
改
善
点
の
特
定

　R
P
A
や
A
I
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
最
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
、
自
社

に
お
け
る
具
体
的
な
改
善
点
を
特
定
す

る
こ
と
で
す
。
”あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
、
R
P
A
や
A
I
を
使
っ
て
何
を
改

善
し
た
い
で
す
か
？“ 

こ
の
質
問
に
答

え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
効
率

化
し
た
い
プ
ロ
セ
ス
、
時
間
削
減
を
目

指
す
業
務
、
エ
ラ
ー
を
減
ら
す
必
要

が
あ
る
作
業
な
ど
、
明
確
な
目
標
が

R
P
A
や
A
I
導
入
の
成
功
を
左
右
し

ま
す
。

b

.

目
標
設
定
と
計
画
の
重
要
性

　成
功
へ
の
鍵
は
、
不
明
確
な
目
標
や

計
画
で
は
な
く
、
実
現
可
能
で
具
体
的

な
目
標
設
定
に
あ
り
ま
す
。
効
果
測
定

や
投
資
効
率
の
評
価
を
可
能
に
す
る
た

め
に
も
、
明
確
な
目
標
と
段
階
的
な
実

施
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

a.

リ
ソ
ー
ス
と
ス
キ
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ

　R
P
A
や
A
I
導
入
に
は
専
門
的
な

知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。
社
内
に
適

切
な
ス
キ
ル
や
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
し
て

い
る
場
合
、
外
部
の
専
門
家
に
サ
ポ
ー

ト
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
の

よ
う
に
し
て
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
を
確
保

し
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
か

が
、
R
P
A
や
A
I
導
入
の
成
功
に
直

結
し
ま
す
。

b.

継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　R
P
A
や
A
I
は
設
定
後
も
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が

必
要
で
す
。
こ
の
継
続
的
な
管
理
が
、

シ
ス
テ
ム
の
古
さ
や
効
率
の
低
下
を
防

ぎ
ま
す
。
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計

画
の
立
案
と
実
施
は
、
R
P
A
導
入
後

の
成
果
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

す
。

c.

文
化
変
革
と
社
内
の
抵
抗
へ
の
対
応

　新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
は
、

し
ば
し
ば
社
内
の
抵
抗
に
直
面
し
ま

す
。
R
P
A
や
A
I
導
入
に
伴
う
業
務

変
化
に
対
す
る
社
内
の
不
安
を
理
解

し
、
こ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
革
促
進
の
た
め
に
は
、
社
員
教

育
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

鍵
と
な
り
ま
す
。

　
　

  

ま
と
め
：
結
論
と
今
後
の
展
望

　R
P
A
や
A
I
導
入
は
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
多
く
の
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、

適
切
な
準
備
と
計
画
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
第
５
回
の
記
事
で
は
、
R
P
A
導
入
の

注
意
点
と
課
題
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　次
回
は
「
R
P
A
の
今
後
の
展
望
と
可

能
性
」
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。
R
P
A
や

A
I
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進
化
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
回
も
お
楽
し
み

に
！

R
P
A
、A
I
導
入
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

 

注
意
点
と
課
題

　
R
P
A
や
A
I
の
導
入
は
、単
に
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
る
以
上
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。今
回
の
記
事
で
は
、R
P
A
や
A
I
を
導
入
す
る
際
に
、直
面
す
る
で
あ
ろ

う
注
意
点
と
課
題
、そ
し
て
成
功
へ
の
鍵
を
具
体
的
に
掘
り
下
げ
ま
す
。た
だ
の
技
術
解

説
で
は
な
く
、皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
R
P
A
や
A
I
を
導
入
し
、そ
の
効
果
を
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
の
実
践
的
な
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

中
小
企
業
で
も
簡
単
に
導
入
で
き
る

自
動
化
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
活
用
ガ
イ
ド

Vo.

05

1977年生まれ出雲市出身
外資系IT企業で生成AI、深層学習、強化
学習を研究しているエンジニア。商工会議
所をはじめとした支援機関に所属し、中
小企業のサポートを行っています。

桑谷 謙吾
株式会社サトウ
代表取締役

AIエンジニア

Profile

くわ  たに   けん   ご

R
P
A
導
入
の
目
的
を
見
極
め
る

1
事例

R
P
A
導
入
に
お
け
る
主
要
な
課
題

2
事例

「
は
じ
め
に
：
R
P
A
、
A
I
導
入
の
道
の
り
」
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これが "普通 "　誰かにとっては　それが "苦痛 "
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

　「３
年
計
画
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
一
気
に
前
倒

し
し
ま
し
た
」

　山
梨
県
甲
府
市
を
中
心
に
不
動
産
業
を
営

む
、
け
や
き
総
合
管
理
の
谷
隆
仁
社
長
は
、

当
初
の
計
画
表
を
書
き
換
え
、
精
力
的
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。

　同
社
は
賃
貸
物
件
の
仲
介
業
（
一
般
顧
客

対
象
）
と
賃
貸
物
件
管
理
業
（
物
件
オ
ー
ナ
ー

が
顧
客
）
を
主
要
事
業
と
し
、
５
店
舗
を
構

え
る
。

　賃
貸
仲
介
業
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
改

革
関
連
法
に
と
も
な
う
宅
地
建
物
取
引
業
法

の
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
か
ら
賃
貸
仲

介
に
お
け
る
契
約
書
や
重
要
事
項
説
明
書
等

の
電
子
化
・
押
印
廃
止
が
認
め
ら
れ
、
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
不
動
産

業
界
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン

　デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
革
新
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
）
を
加
速
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　け
や
き
総
合
管
理
で
は
、
19
年
秋
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
と
業
務
効
率
化
を
目
指
し
、
賃
貸

物
件
仲
介
業
務
（
募
集
、
広
告
、
契
約
、
顧

客
管
理
な
ど
）
を
カ
バ
ー
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

「
Ｅ
Ｓ
い
い
物
件
Ｏ
ｎ
ｅ
」（
い
い
生
活
社
）

を
導
入
し
た
。Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
に
も
採
択

さ
れ
た
と
い
う
。 

　不
動
産
業
界
に
お
い
て
は
、
物
件
を
借
り

る
顧
客
側
の
情
報
収
集
は
ネ
ッ
ト
に
シ
フ
ト

し
て
き
た
が
、
物
件
を
決
め
た
後
に
た
く
さ

ん
の
書
類
に
記
入
し
押
印
す
る
ス
タ
イ
ル
は

変
わ
ら
ず
で
あ
っ
た
。

　「マ
ン
パ
ワ
ー
に
頼
っ
て
い
た
ら
、
働
き

方
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
工
数
を
減
ら
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話
の
利
用

も
で
き
る
だ
け
抑
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　谷
社
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
業
界
の
常
識
を

時
代
に
即
し
て
変
え
て
い
こ
う
と
挑
戦
を
始

め
た
。

　不
動
産
業
界
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
様
々
に
提

供
さ
れ
て
お
り
、
比
較
し
た
結
果
、
拡
張
性

が
あ
る
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
と
の
や
り
取

り
に
お
い
て
常
に
改
良
を
重
ね
て
い
く
姿
勢

を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
選
択

し
た
と
い
う
。

　導
入
後
は
、
問
い
合
わ
せ
か
ら
成
約
ま
で

顧
客
と
の
接
点
を
追
い
や
す
く
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
情
報
を
取
り
込

み
、
ま
た
直
接
来
店
し
た
顧
客
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
入
力
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
顧
客
情
報
を
デ
ー
タ
化
す
る
。
内
見
記

録
な
ど
そ
の
後
の
や
り
取
り
を
把
握
し
、
再

来
店
の
際
に
も
き
め
細
か
い
接
客
を
可
能
に

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
入
居
募
集
を
開
始

し
た
物
件
情
報
は
複
数
の
ネ
ッ
ト
紹
介
サ
イ

ト
に
手
作
業
で
ア
ッ
プ
し
て
い
た
が
、
シ
ス

テ
ム
の
機
能
を
用
い
て
、
１
度
の
操
作
で
数

社
の
サ
イ
ト
に
情
報
を
公
開
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　店
内
で
は
物
件
情
報
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
提

示
し
、紙
を
減
ら
す
工
夫
も
し
て
い
る
。ま
た
、

Ｖ
Ｒ（
Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

　そ
の
場
に
い
な
く
て
も
空
間
の
様
子
を
デ

ジ
タ
ル
表
現
す
る
）
を
使
っ
た
内
見
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
提
供
中
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
物
件
情
報

サ
イ
ト
へ
の
物
件
公
開
作
業
時
間
が
３
割
短

縮
、
残
業
時
間
の
削
減
な
ど
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

　Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
捻
出
し
た
時
間
で
、

日
々
の
業
務
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。

 

　「賃
貸
仲
介
事
業
に
関
し
て
は
、
よ
り
豊

か
な
情
報
を
発
信
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ー

ジ
ン
グ
な
ど
住
み
方
の
提
案
を
し
た
り
、
動

き
方
が
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
賃
貸
物
件
管
理

事
業
で
は
、
人
脈
を
広
げ
物
件
オ
ー
ナ
ー
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
提
案
す
る
力
が
勝
負

に
な
り
ま
す
。
お
客
様
が
求
め
る
も
の
に

沿
っ
て
マ
イ
ン
ド
を
変
え
ら
れ
る
か
ど
う

か
。
会
社
の
新
し
い
ス
キ
ー
ム
作
り
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
つ
つ
、
人
材
育
成
に
も
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
」

　谷
社
長
は
、
今
後
の
不
動
産
賃
貸
事
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。

　●
業
界
の
常
識
は
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
前

提
に
変
革
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　●
業
種
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
、
業
界

な
ら
で
は
の
効
率
化
を
実
現
で
き
ま
す
。

　●
Ｉ
Ｔ
活
用
で
効
率
化
し
た
時
間
を
付
加
価

値
の
高
い
業
務
に
投
下
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
編
集
長

石
原

　由
美
子

　アップコンパス代表。教材編集
や講師業を経て、情報処理技術者
試験の書籍編集、モバイル分野の
雑誌編集を担当した後、ＩＴ経営
マガ ジ ン「ＣＯ ＭＰＡＳＳ」
https://www.compass-it.jp/の
編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企
業が主体となる等身大のＩＴ活用
をテーマに、全国の事例を取材し、
その本質を伝えている。各地の商
工会議所においても、ＩＴ活用事
例・ＤＸ入門等のセミナーを担当。

石原　由美子
いしはら ゆ み こ

Pro�le
事
例
か
ら
ヨ
ミ
ト
ル

　本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」に
掲
載
し
た
全
国
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を

も
と
に
、中
小
企
業
の
経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」２
０
２
１
年
夏
号
か
ら
転
載
し
ま
す（
記
載
内
容
は
掲

載
時
点
の
も
の
で
す
）。

No.8
Ｉ
Ｔ
を
事
例
か
ら
ひ
も
解
く

株式会社けやき総合管理
山梨県甲府市国母５－９－19
■設立：２００８年
■従業員数：正社員20人（パート10人）
■事業内容：賃貸、アパート・マンション管理業務、
　　　　　　駐車場等管理業務、不動産仲介、
　　　　　　住宅改修・リフォーム・リノベーションなど
■URL：https://www.keyaki-s.com/

会社概要

業
界
の
変
化
を
先
取
り
し
、

デ
ジ
タ
ル
と
人
の
役
割
分
担
を
明
確
に

業
界
の
変
化
を
先
取
り
し
、

デ
ジ
タ
ル
と
人
の
役
割
分
担
を
明
確
に

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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自分規準　そのものさしが　傷つける
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

a.

自
社
に
必
要
な
改
善
点
の
特
定

　R
P
A
や
A
I
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
最
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
、
自
社

に
お
け
る
具
体
的
な
改
善
点
を
特
定
す

る
こ
と
で
す
。
”あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
、
R
P
A
や
A
I
を
使
っ
て
何
を
改

善
し
た
い
で
す
か
？“ 

こ
の
質
問
に
答

え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
効
率

化
し
た
い
プ
ロ
セ
ス
、
時
間
削
減
を
目

指
す
業
務
、
エ
ラ
ー
を
減
ら
す
必
要

が
あ
る
作
業
な
ど
、
明
確
な
目
標
が

R
P
A
や
A
I
導
入
の
成
功
を
左
右
し

ま
す
。

b

.

目
標
設
定
と
計
画
の
重
要
性

　成
功
へ
の
鍵
は
、
不
明
確
な
目
標
や

計
画
で
は
な
く
、
実
現
可
能
で
具
体
的

な
目
標
設
定
に
あ
り
ま
す
。
効
果
測
定

や
投
資
効
率
の
評
価
を
可
能
に
す
る
た

め
に
も
、
明
確
な
目
標
と
段
階
的
な
実

施
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

a.

リ
ソ
ー
ス
と
ス
キ
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ

　R
P
A
や
A
I
導
入
に
は
専
門
的
な

知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。
社
内
に
適

切
な
ス
キ
ル
や
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
し
て

い
る
場
合
、
外
部
の
専
門
家
に
サ
ポ
ー

ト
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
の

よ
う
に
し
て
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
を
確
保

し
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
か

が
、
R
P
A
や
A
I
導
入
の
成
功
に
直

結
し
ま
す
。

b.

継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　R
P
A
や
A
I
は
設
定
後
も
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が

必
要
で
す
。
こ
の
継
続
的
な
管
理
が
、

シ
ス
テ
ム
の
古
さ
や
効
率
の
低
下
を
防

ぎ
ま
す
。
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計

画
の
立
案
と
実
施
は
、
R
P
A
導
入
後

の
成
果
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

す
。

c.

文
化
変
革
と
社
内
の
抵
抗
へ
の
対
応

　新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
は
、

し
ば
し
ば
社
内
の
抵
抗
に
直
面
し
ま

す
。
R
P
A
や
A
I
導
入
に
伴
う
業
務

変
化
に
対
す
る
社
内
の
不
安
を
理
解

し
、
こ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
革
促
進
の
た
め
に
は
、
社
員
教

育
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

鍵
と
な
り
ま
す
。

　
　

  

ま
と
め
：
結
論
と
今
後
の
展
望

　R
P
A
や
A
I
導
入
は
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
多
く
の
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、

適
切
な
準
備
と
計
画
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
第
５
回
の
記
事
で
は
、
R
P
A
導
入
の

注
意
点
と
課
題
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　次
回
は
「
R
P
A
の
今
後
の
展
望
と
可

能
性
」
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。
R
P
A
や

A
I
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進
化
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
回
も
お
楽
し
み

に
！

R
P
A
、A
I
導
入
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

 

注
意
点
と
課
題

　
R
P
A
や
A
I
の
導
入
は
、単
に
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
る
以
上
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。今
回
の
記
事
で
は
、R
P
A
や
A
I
を
導
入
す
る
際
に
、直
面
す
る
で
あ
ろ

う
注
意
点
と
課
題
、そ
し
て
成
功
へ
の
鍵
を
具
体
的
に
掘
り
下
げ
ま
す
。た
だ
の
技
術
解

説
で
は
な
く
、皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
R
P
A
や
A
I
を
導
入
し
、そ
の
効
果
を
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
の
実
践
的
な
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

中
小
企
業
で
も
簡
単
に
導
入
で
き
る

自
動
化
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
活
用
ガ
イ
ド

Vo.

05

1977年生まれ出雲市出身
外資系IT企業で生成AI、深層学習、強化
学習を研究しているエンジニア。商工会議
所をはじめとした支援機関に所属し、中
小企業のサポートを行っています。

桑谷 謙吾
株式会社サトウ
代表取締役

AIエンジニア

Profile

くわ  たに   けん   ご

R
P
A
導
入
の
目
的
を
見
極
め
る

1
事例

R
P
A
導
入
に
お
け
る
主
要
な
課
題

2
事例

「
は
じ
め
に
：
R
P
A
、
A
I
導
入
の
道
の
り
」

2023.12
21 出雲商工会議所報

これが "普通 "　誰かにとっては　それが "苦痛 "
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

　「３
年
計
画
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
一
気
に
前
倒

し
し
ま
し
た
」

　山
梨
県
甲
府
市
を
中
心
に
不
動
産
業
を
営

む
、
け
や
き
総
合
管
理
の
谷
隆
仁
社
長
は
、

当
初
の
計
画
表
を
書
き
換
え
、
精
力
的
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。

　同
社
は
賃
貸
物
件
の
仲
介
業
（
一
般
顧
客

対
象
）
と
賃
貸
物
件
管
理
業
（
物
件
オ
ー
ナ
ー

が
顧
客
）
を
主
要
事
業
と
し
、
５
店
舗
を
構

え
る
。

　賃
貸
仲
介
業
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
改

革
関
連
法
に
と
も
な
う
宅
地
建
物
取
引
業
法

の
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
か
ら
賃
貸
仲

介
に
お
け
る
契
約
書
や
重
要
事
項
説
明
書
等

の
電
子
化
・
押
印
廃
止
が
認
め
ら
れ
、
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
不
動
産

業
界
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン

　デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
革
新
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
）
を
加
速
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　け
や
き
総
合
管
理
で
は
、
19
年
秋
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
と
業
務
効
率
化
を
目
指
し
、
賃
貸

物
件
仲
介
業
務
（
募
集
、
広
告
、
契
約
、
顧

客
管
理
な
ど
）
を
カ
バ
ー
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

「
Ｅ
Ｓ
い
い
物
件
Ｏ
ｎ
ｅ
」（
い
い
生
活
社
）

を
導
入
し
た
。Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
に
も
採
択

さ
れ
た
と
い
う
。 

　不
動
産
業
界
に
お
い
て
は
、
物
件
を
借
り

る
顧
客
側
の
情
報
収
集
は
ネ
ッ
ト
に
シ
フ
ト

し
て
き
た
が
、
物
件
を
決
め
た
後
に
た
く
さ

ん
の
書
類
に
記
入
し
押
印
す
る
ス
タ
イ
ル
は

変
わ
ら
ず
で
あ
っ
た
。

　「マ
ン
パ
ワ
ー
に
頼
っ
て
い
た
ら
、
働
き

方
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
工
数
を
減
ら
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話
の
利
用

も
で
き
る
だ
け
抑
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　谷
社
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
業
界
の
常
識
を

時
代
に
即
し
て
変
え
て
い
こ
う
と
挑
戦
を
始

め
た
。

　不
動
産
業
界
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
様
々
に
提

供
さ
れ
て
お
り
、
比
較
し
た
結
果
、
拡
張
性

が
あ
る
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
と
の
や
り
取

り
に
お
い
て
常
に
改
良
を
重
ね
て
い
く
姿
勢

を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
選
択

し
た
と
い
う
。

　導
入
後
は
、
問
い
合
わ
せ
か
ら
成
約
ま
で

顧
客
と
の
接
点
を
追
い
や
す
く
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
情
報
を
取
り
込

み
、
ま
た
直
接
来
店
し
た
顧
客
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
入
力
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
顧
客
情
報
を
デ
ー
タ
化
す
る
。
内
見
記

録
な
ど
そ
の
後
の
や
り
取
り
を
把
握
し
、
再

来
店
の
際
に
も
き
め
細
か
い
接
客
を
可
能
に

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
入
居
募
集
を
開
始

し
た
物
件
情
報
は
複
数
の
ネ
ッ
ト
紹
介
サ
イ

ト
に
手
作
業
で
ア
ッ
プ
し
て
い
た
が
、
シ
ス

テ
ム
の
機
能
を
用
い
て
、
１
度
の
操
作
で
数

社
の
サ
イ
ト
に
情
報
を
公
開
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　店
内
で
は
物
件
情
報
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
提

示
し
、紙
を
減
ら
す
工
夫
も
し
て
い
る
。ま
た
、

Ｖ
Ｒ（
Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

　そ
の
場
に
い
な
く
て
も
空
間
の
様
子
を
デ

ジ
タ
ル
表
現
す
る
）
を
使
っ
た
内
見
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
提
供
中
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
物
件
情
報

サ
イ
ト
へ
の
物
件
公
開
作
業
時
間
が
３
割
短

縮
、
残
業
時
間
の
削
減
な
ど
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

　Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
捻
出
し
た
時
間
で
、

日
々
の
業
務
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。

 

　「賃
貸
仲
介
事
業
に
関
し
て
は
、
よ
り
豊

か
な
情
報
を
発
信
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ー

ジ
ン
グ
な
ど
住
み
方
の
提
案
を
し
た
り
、
動

き
方
が
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
賃
貸
物
件
管
理

事
業
で
は
、
人
脈
を
広
げ
物
件
オ
ー
ナ
ー
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
提
案
す
る
力
が
勝
負

に
な
り
ま
す
。
お
客
様
が
求
め
る
も
の
に

沿
っ
て
マ
イ
ン
ド
を
変
え
ら
れ
る
か
ど
う

か
。
会
社
の
新
し
い
ス
キ
ー
ム
作
り
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
つ
つ
、
人
材
育
成
に
も
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
」

　谷
社
長
は
、
今
後
の
不
動
産
賃
貸
事
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。

　●
業
界
の
常
識
は
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
前

提
に
変
革
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　●
業
種
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
、
業
界

な
ら
で
は
の
効
率
化
を
実
現
で
き
ま
す
。

　●
Ｉ
Ｔ
活
用
で
効
率
化
し
た
時
間
を
付
加
価

値
の
高
い
業
務
に
投
下
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
編
集
長

石
原

　由
美
子

　アップコンパス代表。教材編集
や講師業を経て、情報処理技術者
試験の書籍編集、モバイル分野の
雑誌編集を担当した後、ＩＴ経営
マガ ジ ン「ＣＯ ＭＰＡＳＳ」
https://www.compass-it.jp/の
編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企
業が主体となる等身大のＩＴ活用
をテーマに、全国の事例を取材し、
その本質を伝えている。各地の商
工会議所においても、ＩＴ活用事
例・ＤＸ入門等のセミナーを担当。

石原　由美子
いしはら ゆ み こ

Pro�le
事
例
か
ら
ヨ
ミ
ト
ル

　本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」に
掲
載
し
た
全
国
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を

も
と
に
、中
小
企
業
の
経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」２
０
２
１
年
夏
号
か
ら
転
載
し
ま
す（
記
載
内
容
は
掲

載
時
点
の
も
の
で
す
）。

No.8
Ｉ
Ｔ
を
事
例
か
ら
ひ
も
解
く

株式会社けやき総合管理
山梨県甲府市国母５－９－19
■設立：２００８年
■従業員数：正社員20人（パート10人）
■事業内容：賃貸、アパート・マンション管理業務、
　　　　　　駐車場等管理業務、不動産仲介、
　　　　　　住宅改修・リフォーム・リノベーションなど
■URL：https://www.keyaki-s.com/

会社概要

業
界
の
変
化
を
先
取
り
し
、

デ
ジ
タ
ル
と
人
の
役
割
分
担
を
明
確
に

業
界
の
変
化
を
先
取
り
し
、

デ
ジ
タ
ル
と
人
の
役
割
分
担
を
明
確
に

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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Web応募はこちらから▶
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・リストから漢字を選び、空いたマ
スを埋めてクロスワードを完成
させましょう。
・ひとつの文字は１回しか使えま
せん。
・最後に、Ａ～Ｃのマスに入る漢字
でできる三字熟語を答えてくだ
さい。

※価格はすべて税込み（今井書店出雲店調べ）

続　窓ぎわのトットちゃん
黒柳徹子／著（講談社、価格 1,650円）

転生したらスライムだった件　２１
伏瀬／著（マイクロマガジン社、価格 1,100円）

あなたが誰かを殺した
東野圭吾／著（講談社、価格 1,980円）

パンどろぼうとほっかほっカー
柴田ケイコ／著（KADOKAWA、価格 1,430円）

ヒマラヤ大聖者が導く年齢にとらわれない生き方
相川圭子／著（中央公論新社、価格 1,650円）

大ピンチずかん　
鈴木のりたけ／著（小学館、価格 1,650円）

星を編む
凪良ゆう／著（講談社、価格 1,760円）

じい散歩　妻の反乱　
藤野千夜／著（双葉社、価格 1,870円）

レーエンデ国物語　喝采か沈黙か
多崎礼／著（講談社、価格 2,090円）

なれのはて
加藤シゲアキ／著（講談社、価格 2,145円）

11

え
答
号
月

正解者の中から、抽選で3名様に図書カードを差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◆応募方法　はがき、メール、またはWebで応募
◆記入事項 必ず本誌へのご意見、

ご感想、今月号の記事の中で心に残った内容などをご記入ください。

◆応 募 先　はがき… 〒693-0011出雲市大津町1131-1出雲商工会議所
「クロスワード」係 　

メール … izm@izmcci .or . jp 件名「クロスワード」

◆締め切り

差別の芽　絶やすは　学びの心から
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

雨がかからない、アスファルト舗装の

お問い合わせ／お申し込み

（担当：今岡／吾郷）

赤川
大正橋

PLANT

出雲市駅

市営
祥雲荘住宅

場　　所：

募集台数：
ご利用料金：

JR出雲市駅～西出雲駅間　高架下駐車場
（出雲PLANT北側付近）
今回20台
1ヶ月 5,000円（税別）

鉄道高架下

出雲ターミナル株式会社 TEL 0853-21-6783
FAX 0853-21-6782

月極め駐車場月極め駐車場
契約者募集のご案内

第2中学校

出雲年金事務所

高架下月極の駐車場

Ｃ 地 分

味 半

波 大

Ａ 中 位

賀 当 Ｂ 日

況 紙 号

年 記 変 寒 状

画 上 固 意 等

身 用

地 球 化 学 格

鎮 石 健 闘

祭 日 現 在

用 心 金 頭

備 品 書 簡 文

蓄 保 留 字

A B C

文 化 祭

2023.12
23 出雲商工会議所報

出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

℡ 

0
8
5
3 

21
‐
1
6
5
3

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

心
の
健
康
支
援
課

 1  楽しく飲むのが一番
 ２ 食べながら適量範囲で
 ３ 強いお酒は薄めて
 ４ 週に2日は休肝日
 ５ 長時間飲み続けない
 ６ 他人に無理強いしない
 ７ 薬と一緒に飲まない
 ８ 妊娠中と授乳中は避ける
 ９ 飲酒後の運動・入浴は要注意
10 肝臓などの定期検査を

～適正飲酒の10か条～

痛風
末梢神経障害

不眠　うつ病
アルコール依存症

脳の萎縮
認知機能の低下

肝炎
肝硬変
肝臓がん

＜不適切な飲酒による影響＞

高血圧
心筋梗塞
不整脈

成人男性の1日の適度な飲酒
※女性・高齢者はこの半量

日本酒
1合

（180ml）

ビール
中瓶1本
（500ml）

ワイングラス
1.5杯

（180ml）

チューハイ
1.5缶

（520ml）

焼酎
0.6合

（110ml）

ウイスキー
ダブル1杯
（60ml）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類

移
行
に
伴
い
、
飲
酒
量
が
増
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
適
度
な
飲
酒
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
な
ど
心
身
と
も
に

有
益
な
作
用
を
も
た
ら
し
ま
す
。
し
か

し
、
多
量
飲
酒
や
20
歳
未
満
・
妊
産
婦
の

飲
酒
な
ど
の
不
適
切
な
飲
酒
は
、
身
体
だ

け
で
は
な
く
、
心
の
健
康
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
自
身
の
飲
酒
習
慣
を
見
直
し

て
、
楽
し
く
健
康
的
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

○
自
分
の
飲
酒
量
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う

　
肝
臓
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
処
理
能
力

は
、
性
別
や
年
齢
に
よ
っ
て
も
差
が
あ
り

ま
す
。
女
性
や
高
齢
者
は
成
人
男
性
の
半

分
が
適
量
と
言
わ
れ
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
量
は
1
日

平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
約
20
g
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
飲
酒
量
が
多
い
と
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
り
、
睡
眠
に
影

響
し
た
り
と
、
自
身
の
健
康
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
上
手
な
お
酒

の
付
き
合
い
方
と
し
て
週
２
日
休
肝
日
を

設
け
る
、寝
酒
を
や
め
る
等
が
あ
り
ま
す
。

○
適
正
飲
酒
の
10
か
条

　
適
正
飲
酒
を
す
る
こ
と
で
、
適
正
体
重

を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
つ
な
が
っ
た

り
と
、
自
身
の
健
康
に
も
良
い
こ
と
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
適
正
飲
酒
の
10
か
条
を

参
考
に
、
お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま

し
ょ
う
。

○
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　飲
み
す
ぎ
に
注
意
！

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
、
12
月
～
１

月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
。多
量
飲
酒
に
な
り
や
す
く
、ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
や
肝
機
能
障
害
を
起
こ
す
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
。
飲
み
す
ぎ
に
気
を
つ

け
な
が
ら
楽
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う
。

【
出
雲
保
健
所
で
の
相
談
】

・
お
酒
の
困
り
ご
と
相
談
（
予
約
制
）

　
原
則
毎
月
第
2
水
曜
日
　
９
時
～
11
時

・
保
健
師
に
よ
る
相
談
（
随
時
）

　
電
話
や
来
所
で
の
相
談
を
行
っ
て
い

　
ま
す
。

＊
お
酒
の
困
り
ご
と
相
談
の
予
約
や
来
所
　

　
相
談
の
希
望
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
　
　

　
さ
い
。

飲
酒
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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Web応募はこちらから▶
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え
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号
月

正解者の中から、抽選で3名様に図書カードを差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◆応募方法　はがき、メール、またはWebで応募
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ご感想、今月号の記事の中で心に残った内容などをご記入ください。
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「クロスワード」係 　
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◆締め切り
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〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

雨がかからない、アスファルト舗装の

お問い合わせ／お申し込み

（担当：今岡／吾郷）
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市営
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場　　所：
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鉄道高架下
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FAX 0853-21-6782
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第2中学校

出雲年金事務所

高架下月極の駐車場

Ｃ 地 分

味 半
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鎮 石 健 闘

祭 日 現 在

用 心 金 頭

備 品 書 簡 文

蓄 保 留 字

A B C

文 化 祭
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出雲商工会議所報出雲12月号（通巻673号）
発行日／
発行所／

発行人／
印刷所／

令和5年12月10日
出雲商工会議所
〒693-0011　出雲市大津町1131-1
山岡 尚
武永印刷株式会社

ジョイメイトしまねが社員の皆様の
福利厚生をサポートします!
●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

「2,100事業所・29,500人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

（一財）島根県東部勤労者共済会
記載のサービスは一例です。
令和5年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

永年勤続
円～ 円給付

5年に1度

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）

NEW

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

忘・新年会（指定店利用）
円
円

NEW

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引熟年夫婦旅行

円割引

隔年

 

割烹

インフォメーション

Information

会議所カレンダー会議所カレンダー会議所カレンダー 12/10㈰
▼
1/9㈫

今後の主な動き

12月

11 月 定例商工相談（法律）

12 火 工業部会総会・出雲市役所との意見交換会

13 水 商業部会総会

18 月 定例商工相談（発明）

19 火 ＩＴなんでも相談会

1月 9 火 定例商工相談（法律）

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2023.12
24出雲商工会議所報

快適住環境の創造

ごうぎん
Biz
ポータル

残高照会や入出金明細照会が無料で
ご利用いただけます！
残高照会や入出金明細照会が無料で
ご利用いただけます！

ビジネス
インターネット
バンキング

銀行窓口よりお得な振込手数料

お問い合わせは
お近くの山陰合同銀行の窓口または、ビジネスインターネットバンキングヘルプデスクへ

詳しくはごうぎん窓口またはホームページをご確認ください。

※ご利用にはサービス内容により手数料が必要となります。

株式会社山陰合同銀行0120-287-885 受付時間／平日9：00～17：00（銀行休業日は除く）

法人・個人事業主さま向けのビジネスポータルサイト

振込など決済業務のスピードアップを実現する
バンキングサービス

●残高照会
●入出金明細照会・振込入金明細照会
●当行の便利なサービスやキャンペーン情報配信
●当行の各種サービスに簡単ログイン

【サービスのポイント】
●振込手数料などが窓口よりお得
●安心のセキュリティ
【主な機能】
●オンラインサービス
●一括データ伝送サービス

Bizポータルとビジネスインターネット
バンキングは連携してご利用可能です。

(                         ）残高照会、入出金明細照会、振込入金明細照会、
資金移動（振替/振込）、税金・各種料金の払込み

(                    ）総合振込、給与・賞与振込、口座振替、
地方税一括納付
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●当行の便利なサービスやキャンペーン情報配信
●当行の各種サービスに簡単ログイン

【サービスのポイント】
●振込手数料などが窓口よりお得
●安心のセキュリティ
【主な機能】
●オンラインサービス
●一括データ伝送サービス

Bizポータルとビジネスインターネット
バンキングは連携してご利用可能です。

(                         ）残高照会、入出金明細照会、振込入金明細照会、
資金移動（振替/振込）、税金・各種料金の払込み

(                    ）総合振込、給与・賞与振込、口座振替、
地方税一括納付



「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276
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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276


